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訳 著 序

革地を管理経営する際、現在の利用状ﾡが適正か否かを知ることが基本的重投性を持つことは 

ここでいらまでもない。利用の圧合を判定する方法に関ナる研究はいろいろ一特に米国で、所請 

range (本書では牧野と一応記してかいへたが、日本の牧野とは生態学的にも、利用慣行からも 

非常に •我つた ものである こと を理解されたい。) を対象として一発表されている。これらの研究 

CついてBrown著"Methode of Surveying and Measuring Vegetati- 
on" (Bull、42、Commonwealth Bureau of Pastures and Field Cron 

1954)のPartiv Utilization に系統的にまとめられているので、今後の研究の参考に 

なれと思つてここに抄訳した。更にStoddsrt&Snith著"Range Management" 
(The American Foreetry Seriee Nev York 194ふ 2nd Ed, 1955)か 

ら二、三抄訳して巻末に附し参考とした。

本書では、各及び図表類の番号は原書のままにしたので、頃序の一定していない処や、欠番 

もあるが、原書と対照する場合の便を考る て政て揃る なかつた。また引用文献の出所については 

記載しなかつたか、原書にはナべて与夕 られている。

ここに抄訳したPartロ UtilizationはPartH Produ.ctivity (経営部参考資 

料) C統く もので、併せて読んで頂けぱ革地の研究及び経営上の基本問題について一 応 よく理解 

される ものと思 ウ。

な お井上盛長には桜ﾡの労をﾡわ した。

昭和る 5年2月

営良林牧野研究室

狩 野 高英
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第1 7 草地の利用度合に関する 問題点 

(The problem Of Utilization)

自然ﾡ生にく産業は、年々その植生が更新される限りにおいて持続出来る他の施因が一 

定な ら、再生産の 量 と 質は、前年の 書に大 さ く左右さ れる ・ それ 故再生産が妨け られ な 

い 一むしろ可能なら、 力づけられる ー上 うな時に、そo上 う な方法で、そのェ うな範 

囲内 で収穫され ること が必数 な ﾡ件である。自 然植生を利用する いかな る旅業について も、 

それを確立する才1段ﾡには、に植物原材料が見出さるべき処と、そこにどれだけあるか 

を見出ナ調在のみならば、関係する植物の々国占•環、生産とﾡ生産の時期 それ らの時期に収 

極することのﾡ響などの生物学的研究が含まれるといゥことが理解さ nれつつある。多くの国 

で、商産業は、それがルく 天然資源を保護しなかった種々 の歴史を持っている。その粘末か 

らの依復は、その孫源を採るべき時にどれだけ採り、そしてどれだけ残すべきかを学ぶこと 

にある。 ： •

開裕革地 (open srasclandc)、ﾡ木地 (dbs)、湿潤地域の集約放牧地 ( 

denoe pasture) は利用 (utilization)についてﾡつたI川ﾡを拠起する。それ 

故、それらは別々に考察する。

51 開豁草地-自然草地

①open grasglande - Natural grasslands)

1. 情勢(Th。 etate,of:affaire)
米国の西部では1 914年-1 8年の問、破時の内の需ﾡを対たすための高価格に刺 

彼されて、牛の頭数が增加し、牧野(ranseは荒発し、植技の破域、土接役触の進行、 

生産量の低下となつた。

その後、飼料ﾡ物 (forage)の適正なる利用の迎合 (Proper ut_ization) 
について多く の研究がたされ、特に、ある時期に、牧野に残されるべき飼料ﾡ物の量が 

強調された。この基本的原則は、放牧利用のみならず、人間によ る採草について も適用 

される。 、

"適正利用 (propor uee)"の概念は飼料ﾡ物の生育 (growth) と 活力 (vi- 
gour) と再生産 (reproduction) の維持と同時に、 水ﾡ語ﾡ、土壌保全、木材 

生、レクリエーション 野生動物などを考成しての、飼料植物の満度の利用を保証す 

る放牧のﾡ合を意味する。



2:問C対する生物学的ブローチ

(The biological approach t。 thc problom)

水年車地(Poronnial graggland) で放牧期間の終りに残されるべき植生の量 

は1 0-80%である。との比率は、現存する植物の秘類、牧野のコンデイション(c0- 
nd1t1on)とトレンド Gtrend)、土坡の安定性、降可量、家密のﾡ畑、放牧、季節た 

どにより変化する。ﾡ生の持越しは、植物にとって、その生活界の生理的、何生産的過程 

を完成するために必表である。適正な利用は根本的には生理的な間題であり、根の生長、 

炭水化物貯城、再生産の機能を満足さすべき ﾡ会をﾡに与々るととに上 り解決される。 

(1) 根系 (The root eyetem)

過放牧は根系の羽化を誘起し、それが飼料草の虚弱な 生育 と なつて現れる。

(2) 炭水化物の貯蔵 (Carbohydrate etorago)

Mccarty に上れば、 水年物で、炭水化物の貯蔵器管にお、ける含有强は、春の生 

育前に高く、生育とともに低下し 花基形成時C最低となり、その後 增加 し、一般に秋 

C最高に達する ・ 炭 水化物は高の基部 と 根に 貯蔵 され、春に新た な る活動のために供給 

が受求されるまでそこに止る。炭水化物の適当量が冬の間貯蔵されるのを確保するため

かなりの同化組織が、旺盛な生育期間の終り頃忆、松体に残されるべきである。

Mccartyと Priceの刈取・放牧・試験によると、炭水化物の貯蔵期間と、飼科植 

物の生長、発育、炭水化物合有量の間の関係についての知識は、適正な放牧の時期と強 

さを示す。

炭水化物の貯蔵は植物の低ﾡに対する抵抗性につての 1つの因子でもある。それ故、 

炭水化物の貯蔵に有利な放牧の度合はま た、植物の冬越しについて も有利な条件を与メ 

る。

(3) 再生産 (Reproduction)

経済的な理由から、ここ で考えて いる大面横の 草地では、自己増植 (oolf-pro- 
pagating) と自己維持(self-maintaining) がなされなくてはならめ。そ 

れ故、草地の利用はﾡ生産を出米る限り妨害してはならぬ。適正利用の条件下で再生建一 

が可能なるためには花茎 (Flowerperaing head)の一定の%は採喰されずに残さ 

るべきである。

(4) 一年生車から成る牧野 (Annual-grass range)
一年草から成る牧野では、新ﾡ物の生育増進、土壊侵蝕に対する保全、土壌肥決度の 

維持のため、 土衣面に分解 した葉の薄い M を維持する こ とが特に重没であ る。放牧期間 

の終りに、地上に残されたﾡ燥物質の量は、その年の飼料ﾡ物の生産量 (current 
forase production) の望ましい利用度合の基準となる。このような牧野では、 

過少な利用は、家ﾡの食物として好ましい小型雑草加(e□a11 forbe) を犠性忆して、 

長幕類の 生府を 良好にする。

3. 草地の利用度合を決定するのに用いられる方法

(Methods u eod in determing utilization)

放牧地経営のために、この方法は単純で、迅に出来、いろいろな植生型に適用し得、且 

正確でなくてはならめ。とのことについへてRoachは「利用度合の調査法はﾡ場に普通ある 

用具 しか必要 とせず、農民に上り故時間のうちに学習され、放牧期間中 とその 終り に短時間 

に全面積調査出来るように充分に早く移動出来、そして家斎を移動さナ前に調査によつて描 

かれた利用度合の像 (utilization picture) を信じなければならないからかなり 

正確でなくてはならぬ。」と言つている。

イネ 科草煩、雑卒類、潮木ﾡの3稲類の飼料憶物についへて一般的に用いられる唯一の方法 

は踏布 (reconnaiegance)である。然し、 Qanpvelュ cよると利用圧合における 

1 0%の差は、その土地のConditionのtrendを改良または荒ﾡに向けるかに決定的 

であるから、 上り正確な方法が求めらるべきであるという。今までの処殻も植 なのは、 

ocular eetinate by plot と呼ばれる正見税り (Weight ostimate) 

法である。それはﾡ木、雑革、 イネ科草類について用いることが出来、その正確度はチェッ 

クナるととができる。これは米国山林同で、標準的な方法とされている。一年の植生cつ 

いては plant-litter法が用いられる。

試験研究では、迅速なこと より、正確度が重数である。最も正確で、融通のき く 方法は、 

刈取に上る実際の重の決定である。草高と量の相関(height /woight rel- 

ationehip) を含む方法 (H/W法とよぶ) は、aingle-atemmedまたはbunch 
type の永年草に制限され、大きい広葉の維萃類については、生育型が採喩によ り変化する 

から全く不適当である。oculer eetimate by plot(以下プロット見積り法と呼 

ぶ) はま た研究忆ついて も 用いられ、刈取収法やH/W法より2一る倍早く出来、正確度は 

H/W法と同じ位であると言われている。stubble-height 法は残された植生の量を 

問題にする。この方法は草高の測定と共、 ine intercoption法に上る調定を含 

む故に、植被の疎な草地で適用される。再生産が考慮されなければならたい時提示された方
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法は、 その場所のkey 9PeC1e6のシされなりだとされへ必cるえる事を含むうであるo 
訳駐 とのstnddart上り提示されたとの方法について、以下の章で触れられてない

ので、原ﾡに紹介されてない他の方法-"Primary forag。 plant method 

一と共に巻尾に5toddartの著書の抄訳を載せた。

究明されるべき問運と含まれる触物種が非常に多いので、研究も、平常の調業ﾡも危 

険な場所 (crttica aroa)と工ﾡなﾡ物種に関定される必安がある。koy area 
は家畜の集中し易い、多分にその放牧地のﾡ在的に危険な場である。もしkey area 
が良好に利用されるなら、他の部分も安全であると通仮定される。key epectes 
は好性の高いへ、栄養分に富む飼料植物で、他の情物相に比して放が多く (abundant) 
平均上り高い適正利用の格付(propor-uee rating)を持ち、その場所の利用合 

のindicatorとして作用する。原則としてkey apeciee が適正C利用されるな
・ . / •ハ

らば、共存する他の植物種と土地もまた適正に利用される。

4. Proper-Uee Fac t o r (適正利用係数と沢すべきものであるが、以下P一0、F 

と記ナ)

草」也の;fり用度合の 調査 (utilization eurvey)の究の目的はP一U、 Fの決 

定である。Cnれは喰われでも安交全な生長量の%を示す。P-U、F、は一般に個々の植力

械一普通 koy epCつwて、いろいろな条件下で決定される。植生型全体を考夕る時、あ 

ある植物種は喰われ ずに残り、ある御は過度C採喰されるであろうが、key epはは適当

C採喰されて残るだろ ら。再生ﾡのために花茎の一定の%は採喰されずに残さるべきであ 

る。 '

P-U、F、を表す値は、利用匠合の次定に用いられた遊4C上つてﾡるから、適正な

利用ついて述べる時は、それは持ち去られた朮盘の函敘としてか、高さの、 たは 

etubble heightの、 または一般的見積りのﾡ数として決定されたのか明記しなく 

てはならぬ。 (オる7図本照)

P一U、F、は植物種について一定のものでなく、いろいろ 右 条件で変化するから、家 

斎の種類、利用の季節、降府量、土壌の侵ﾡ、土地の傾ﾡ、共存する植物種について測能 

されなくてはならぬ。 (オる7、38表参照)考成さるべき他のﾡ因は、水ﾡ場の位ﾡ、 

同樣な飼料植物を喰う野生動物の存在などである。この節で述べた こ.とは草地のみなら 

ずﾡ木生地 (ehrublande)にも適用される。イネ科草頸、雑草額、ﾡ木ﾡCついて、

ろいろな手飾で、いろいろな条件下でのP一U、F、の 値が 米国内務省、山林局、c上
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り発表されているo

オる7図 tobo6a graeeの利用ば合の尺圧

A: 重燈るで示された利用度合

B : 見積に基いて表された利用度合

C: 高さの%で示された利用度合

D: 商高さ(1n) で示された利用庇合



オる7 Proper-uge Factorﾡ NeVada地区 N。 1
(U、S、Dep、Int、 Grazing Service 1938)

P-U、 F、

草 ﾡ
牛 経 羊

夏
祢 
秋

冬 夏
秋

冬

B1u est9m 7 o 6 0 6 5 50 4 5 5 5
Bluebunch vheat gIaGS 8 0 7 0 70 50 4 0 6 5
Redt op 7 5 7 0 7 0 4 0 5 5 4 5
Red three-awn 6 0 5 5 2 5 4 0 1 0 20
Side-oatG grama 7 0 6 5 70 50 40 50
B1ue grama 8 0 70 80 50 4 0 1 5
Mountain brome 7 5 75 75 35 4 5 4 5
Srooth brone 8 0 80 70 4 0 5 5 40
Buffalo grae6 7 5 7 5 7 5 70 7 0 70
B1u e5joint 40 60 — 20 30 —

オ 38 表 SOuthe6tern Tange EraesDproPer usec関ナる
一般的 ガイド (Parkerら、1942)

草 種

Conditio nの劇へ戦野 Condit ionのU教t

9"h 5平 H、_

Bluestem wmhoat grass 1 5 3.5 5 5 5 4 0
Red threo-avn 9 2 4 04) 3 30
Black grama 1 ? 4-3 4 0-5 05) 5 30
Blue grama 1 9 3-2 40-50 4 30
Rothrock grama 1 2 3 5 S 4 40
Tobosa 2 0 4 3 0 6 1 5
Junograee 1 4 2 4 0 3 30
Mountain muhly 1 7 4 30 8 1 5
Squirreltail 1 2 4 0 5 30
Sporobolue c rypt andrus 26 6 35 9 2 0

註 (1) CIOP Height
(2) Stubble Hoight

(3) 重量%で示ナ

(4) ooge enilの場合40、hard 6o11の場合50
(5) ArizonaとNew Mexic。 の西部で4 0

New Mezic。 の東部の平地地で5 0

§2 ﾡ木生地(Shrubs)

一定の独さの採喰 (browsing) はﾡ木にとつて好ましい。項ﾡをつみとることは側ﾡ 

の生長を刺茨し、酒木樣の生育をもたらす。過度の採喰は飼料灌木を根絶せしめる。

1. 木の利用に関する生物学(Bioosy of shrub utilization) 
ﾡ木型植生は当年生の小校の生長 (current yeare twig growth) のい 

く らかを残すこと と再生産について考恵することによ り維持される。

(1) 小枝の生長 (Twig growth)

原 叫と して イ ネ科立本同係、油木について も、当年の生長の喰われた量と 翌年の活 

力との間に関係カミある。新しい小枝は、主として当年の小枝の項芽と側芽から出来るが、 

Corcocarpue edifoliue、Chrysothamnus naueeoeue、Purshia 

tridentataの上ゥ に古い枝か ら 出る こと も ある。山羊の年間向 (Goar。 n g)放牧 

と季簡(eeagonal) 放牧の○研究で当年の小伎の生長量の65%以上喰われた時、多 

くのﾡ木(orowee cp) の小校と飼科植物の生産が一般に損われたことが観察され 

た。

木の生活史はbirchleaf maphogany、snoW berrybitterprush 

について研究されている。①各新条の全長、②訴条の生長量の平均長、⑤生育の各段階 

における小校の生長率、④小枝の芽の数と位冏、③小枝の一定の%が刈収られた時残る 

芽の敖、②②年における新条の位聞、の足開の数候を示す芽の教、③小校と葉の生長量と 

統媒についての知裁を得ることにより、 ﾡ木に対する放牧の形係、放牧後の恢復力、 

採喰の許さるべき度合、保置をする時期について予報ナることが出米る。

(2) 再生産 (Reproduction)
ある木はﾡ部から発芽すると とにより 生長を再開するが、ある も のはﾡ子に より 再 

生産される。bitterbruen は後者の例である。この場合小枝の生長ﾡのいくらか 

は、純子生産のため に、放牧期間の終り KC残されな く てはな らぬ。4-5 年間に1 年の 

保護が、ﾡ省にﾡ子を生産し活力を得する機会を与名 る。

(る) 採喰の節の挑(Effect 0 f the aeason of broweing on u- 
tllization)

oung らC上れは利用つﾡ合とともCその季簡も問題である。当年の生長量の5 0、 

75、 100%が6月初ﾡ、7 月中句、9月中句 -夫々 春、夏、秋を代表して一 に 

刈収られた。試験は6年にﾡつた。対照のﾡ物で秋に当年の生長量が定された。研
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究されたのは、Ceanothue sanguineug Amelanchior alnifolia 
Conic era utahengie,Roea Jonesii で、 これらは北Idahoのvegtern 

white-pine type で紹羊に好喰される。C、eanの場合存秋の75%の刈取は余 

り生産量を少せしめないが、夏の50%の刈取は、重大な害を与夕 る。との生理的原因 

は知られてない。他の 3種については森夏の 7 5 %の刈取収は生産の維持には強過 ぎ、1 

00%の刈取結果は生長量は一貫して改少し枯死率が高い。しかし秋の1 00%の刈取は 

6 年間に直る全生産量の僅かな設滅少 しか起と さなかつた。

2. Proper-Uee Faefor

飼料として有用な各木につWてはは許容され得る利用の度合が知られなければな らない。 

一例をあげると californi a Cおいて Purehia t ridentata の許容され得る利 

用のﾡ合(permieeible use) は当年の小校の生長量の60%であることが判つた。 

それ故約4 0%は、活力の維持と種子生産の確保のために残さねばならない。

年間のある時期Cは家畜に、他の時期には野生動物に採喰される場合がある。この上 りな 

処では両方の種類の動物に対 して、利用度合の許容限度が決め られるべきである。 (オ 5 9 
表を照)

オるろ9衣 Purshia tr1detatの組手による以の

U tilizationと魔C上る 冬の utilization
(Hormoy、1943)

年 • 座
ﾡ辛に上 り夏に利用さ 

れた小核生長量の %

施に上 り冬に利用さ 

れた小核生長武の%
計

prope r 
ugo 
(既知)

1 94 0-4 1 1 9 5 1 70 6 0

1 94 1-42 38 3 5 7 1 6 0

3. ﾡ木の利用度合を決定するための方法

QMothode for determing utiization of ghrubg)

利用されるべき量の調定の雄準は重量 (見積りまたは実際の)と小枝の長さである。

重量法は木生地のみならず、イネ科草本との混生地に も適する。一般に放牧地経営のた 

めに見積 り 重比、突験や研究のためには実際の重量が求められる。一定期続く、刈取政試験 

ではﾡ木はイ ネ科卒本より、ェ くﾡ復するから、 ﾡ木につて央行された時、上 り頼出来 

る。

tW7ig-l ength 法は年間生長舟が容易に判定出来る灌木で適用される。

$3 共約放牧地(Denge Paeturo)
このよ うな草地の利用は放牧管理の二つの方向、すなわち一つは生長量の満ﾡの利用をする 

こと、他の一つは過放牧に上る草生の悪化の防止をするととに集中される。この後者の問題に 

つては、年のある時季にﾡであるが、四ﾡ草地での同様な間題程ではない。

1. 過剰の飼料植物を採喰せしむる ための管理

(Management fr grazing excese herbage)

放牧地の休牧と放牧の期間の長さは適当に調整されるから、喰わるべき若い草は充分にあ 

り、同時に家畜の密度は高いから、家命が牧区か、ら離れる時には革生は喰われて低くなつて 

いる。FnpPは輸換放牧下ではﾡ料革の 80-90 %が利用され得ると述べている。一般 

に短期程換放牧が よ り 完全な利用を保証する。喰い尽され なかつた 飼料草は サイ レー ジまた 

は 乾草 用に メ取 られる。

2. 過放牧を防ぐための管理(Management t。 prevent overgrazing)

集約放牧地でも過放牧:の可能性と、それに伴う草生の破壊は見失わる べき でない。eoa 
graegは、その若ﾡを生ずる沼性 (tilloring habit) ○故に、刈取や放牧後に再 

び生育するが、その依復は無限ではな。 Koblet は輪域放牧の行われてないSwies 
a Ips の地力の低下 した、短年侖作草地 (tomporaii.y 1ey)は生育の最盤場後の盛夏 

に過放牧 さ れ易いへと 報告した。Stapled onは刈取ﾡ度の突験か ら、家番の排泄物の残宙 

効果にも拘らず、 過度の放牧は家ﾡに好まれる植物を弱めることを見出した。勿論その理由 

は同化器管の除去 (efoltation) (Cある。休牧期間は、策に生育のための養分を造 ら 

せるのみならず、時政さるべき姿分を造るのC必である。

生長量の増加n率は現在の生長量に比例する。それ故、生産量を増すためには、未だ若く根 

維の少い良質の飼科草の爆低法が、家面が放牧される前Cなくてはならめ。同様に放牧終了 

時Cは、休牧期間中の生長と貯蔵のために、かなりの量の飼料草が残されなければならない。 

生長量は、草生の タイプ、年間の時期 気候、土壊肥沃度などにより 異る。例え、 北Ir- 
qlandの短年草地 Q1ey) で、Linenan は、生育期間の初め、または休牧期司後の放 

牧開始時に、生草でエーカー当り約40-50cwt、放牧後に、 エーカー当り約20-25 
owt、と見積った。休牧 期間 と 放牧期間の長さ は、それにより調整される。

放牧地C採喰出来る植生の一定量を残ナとい9考るは、 proper ueeの概念に近い。 

しかし開係草地で知られているとっなproper ueeの定義と、利用のﾡ合の測定や見積 

り は集約放牧地Cついては存在しない。



5. 発つた種類の家部に上る利用(Ut11Zation by different c1a96 
of aninalg)

種ﾡの費つた家盗の好性は、ある程度補定的である。Nerth umber 1andの0o- 

ckie Parkで、牛と 緬羊を一緒に放牧 した場合、それぞれの家ﾡを単独で放牧した場合 

r りエーカー当り生体重のかな りの増加と、銅料草の上 り良好な利用がなされた。

Australiaのかんがい放牧地で、 図示法 (eystem of charting)C上り、 種 

類の異った家畜に よ る飼料草の利用について研究された。それに よ ると馬放牧地では斑点状 

に約50%探会され、採喰された処と採喰されない処の輪郭は、毎シーズン、 年一定であ 

った。牛は馬より一様に採喰する。強度、中度、ﾡに採喰された処が、全放牧地忆亘って 

見られ、その輪郭は常に変化する。 好拈で、植物組成と 生長注について  記載し、採噴の校様 

(grazing pattern) の原因が明らかにされた。

第/『章 重 量

(Weight)

§ 1 の見積り (eighs estimate)

Ocular eStinate by plot

この方法では、 抽出単位を用いて、採喰された飼料草の量を見積る。この方法は広大な放牧 

地のすべてのタイブ 草本についても、灌木についても 適用される。

練習が大切である。各人は少く とも1日、自分の見積り証を実際の重斑 とチェックすること 

C賞さねげばならない。小ブロッ ト内の飼料草が、採喰を擬して刈取られ(サムプルA)、それ 

から取去られた飼料草の% を見積る。その後で残つている飼料車を刈収る (サムブ～B)。 

A、Bを夫々にﾡする。

利用率 (Percentage utilization) =1全ち *100 取去られたの見積り% 

と実隙の％ を比較し、誤並が求められる。とれを繰返すととにより、各人は利用愛合の変化を 

認識する練習をする。

現場では1008q・ft. の円形プロ ット かよい。プロットは無作為に分散され、そのﾡ生 

cついて適当な数は試験iにより決定される。均一な sey area で key sp. の利用度 

合の研究には、 30ケのプロットが充分正確な品果を与える。プロットは1時的にたは固定 

的に附かれる。調花員は1時には、 1格物通について、 飼料革の採喰された重%を見積る。 

昨日彼は、ブロットで自分の見演りの正確変をテストする。必要を感じたら、 1日のIに更に 

なされ、これは調査員間で、お互に共同試験で行われる。実験プロットでは、見ﾡりを容易に 

するため、可初的雄として有用な、採喰されてない対照プロットを持つことが出来る。利用 

率は一続き のブロット の平均値で求められる。そしてそれは全生産植に対する 比率 (%) であ 

る。 ・ ・

大面積について路査法 (reconnaiggance)で行うより、限定された面積について、小 

プロ ットを用いて見積りをする方が容易である。個人迫は相役されるﾡ向があるといわれてい 

る。この方法は迅速に出来、 卜業と内業のとりまとめに1時川1 5ケの見積りが可能である。 

他の方法ではとの2〜3倍ﾡする。このこ と は多«のブロット の繰返し を 可能に し、統計的分 

折に必要な材料 と、信頼出来る結果を与える。これら の理由から、この方法は広大な放牧地で
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の放牧の大規校な計画と、実験岡場での研究に推奨される。とれと対抗するのはH/W法 (オ 

19章を照)であるがプロット見積り法(ocularegtimate by plot)の方が明ら 

かに簡単であ る。

§ 2. 実重は (Actua1 weight)
こ れは本ﾡ的には、探されたプロットとされないプロット の重量の差、若 し く は放牧前後 

の重iの差を調定する刈取法であ る。前者は放牧期中に飼料軍の生長がめられる時用いら

れる。それ故、ﾡ約放牧地での2〜4道の放牧、または牧野(rang" type)の夏牧区の 

全期放牧で用いられる。後者は放收期間中の生長が無祝出来る時用いられる。それ故、 約放 

牧地での1〜2日という短期の放牧、または牧野での冬季の放牧について用いられる。刈取 

法はi見積り法または事高(plant height) 法の 信頼度の チ エックにも用いられる。

1. 採喰されたブロットとされないプロットの飼料草の重域の差(Difforencein Wei- 
gb c Of herbag。 frOn grezed and ungrazed p1Ot6)

(1) 集約坂地 (Denae awardg).
集約草地のた めの方法は" 生産力- の項で述べた。そこでば放牧地の消費城が、生産力の

尺変の1つとして考えられた。 ・

訳駐 ※ 原著のオる部・Productivity・ について別に訳出されたもの(経営部、総 

考資料) を参照されたい。 ,

(2) 夏手放牧用牧野(Summer renge-type grazing 1and)
採喰された ものとされないものの 1対のプロ ッ ト または トランセクト を刈取り、 生重量が求 

められる。採喰されない(保護された) プロットからの刈草が全飼料卓の生差量を示し、採喰 

されたプロッ ト からの刈草は残されたホを示す。その差が採喰病である。利用率 (Percen- 
tage utilization)は全生産辻に歩く。

2. 放牧前後の飼料草の朮送の差 (Difference in weight of herbage 
befoxe and after grazing)

(1)集約草地(Denee ewarde)
家畜がある牧区で1～2日採ﾡし、 それから次の牧区へ移るというHohen heim 方式 

の放牧では、 1つのコ ドラー ト が放牧前に、他のコ ドラー トが放牧後に同じ高さで刈取られる。 

その重量の差が消仏である。牧区は次の放牧のために十な生をするまで10～20 日尚 

休める。生育期間中の一続を の消の位が得られる。

(2) 牧野での冬季放牧(Winter grazing of ransevegetation)
サムブル ・ブロット (10083.ft) または トランセクト (50ft) は秋の放牧前と 

の放牧終了直後に刈取られる。刈収られた飼料は分てされ、 key spの生量が科られる。 

秋の刈取は生産を示し、 年の刈収は残されたﾡを示す。その差が採喰砥である。

3. 放牧前後のﾡ物単位の玉の差(Difference in weignt of plunt unit 
before and after grazing)

放牧前後のItを測るという同じ原則にﾡいた、より 精巧な方法が、西 Colorado のィネ 

昇蔵価,雑、油木ﾡから成るﾡ羊の夏野で、 oarsady により発展された。細羊は

- 処に 2～3日 しか留らないので、夏牧野でも生育期中の生長tは無税山米る。この方法を 

牛の放牧地に巡用するには採喰されないブコット (ungrazod excioeuro) が用い 

られなければなら ない。

プロットまたはトラン七クトからは、普通の飼料草のサム プル(usual Conposit 

aanple) の代りに、主要な飼料植物欄について予め決められた故の植物単位 (plant 
unit)を刈収る。 Cassady は植物単位(plant unit)を、ﾡの明ﾡに議別出来 

る部分と定義した。それは 当年生育した、 、葉、小校またはﾡ物体全体であり得る。植物の 

一部分の一定のﾡとなが、各植物棟の夫々 の 流itを求め るために集められる。こ れを被調 

(obeervation) と呼ぶ。側測のために刈収られるべさﾡ物位の最通のなは、その単

の大さ さ と孤量によつて決まる。西colorad。 ではその故は 1から10 0の尚である。

ある植物純について決められた、 1製調測当りのﾡ物位のH部と故は、放牧前後の調査を通じ 

て守られねばな ら ない。要求 さ れる際測 の数 は、選定さ れた単位のﾡ物慣内の重の変化の度 

合によつて決まる。それ故、放牧前より放牧後でより 多くの物測を必要とする。 careedy 
はいろいろの実行上の側由から放牧前に1 0〜2 0の题測、放牧後に 1 5〜 3 0の護訓が多の

物にとつて充分であるといつている。 (オ4 0炎参照)
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オ40表 ﾡ勿単位(plant unit)と観測(obgervation)のtと故 オ4 1表 Mountain goldenpea の utilization の記録

(Cessad了, 1941)

福 名 単位の記桜
18測当り

の位数 牧前 政牧后 放牧前 放牧後

Grase and Gres6like
AgrOprOn panc1flOrum 1花業 20 1 0 1 4 1 0 1 5
A. gubSecundum ク 20 6 15 10 1 5

| Bronue carinatue ク 20 1 0 1 4 1 5 5 0
B. ciliatue ク 20 8 1 5 15 50
Carex geyeri 葉の1ﾡ 100 7 1 2 50 45
ずestuca thurberi %i 1 55 55 55 45
Stipa lettermanii

Forbs
1草震 1 40 4 0 2 5 25

Ahilea lanuloBa 1花装 10 8 1 6 8 15
Cnrysopsis vi 11 0 8 a 1 ま 50 1 5 1 5 20 20
DhI ph inium berbeyi ク 1 24 26 10 1 1
Erigeron acranthuG ク 1 0 1 0 1 7 1 0 20
r&eere 9pec108a 1 葉 6 14 20 1 2 18

Geranium nerosum 11あ体 1 0 1 2 1 5 10 20
Helenium hoopesii ク 1 0 20 36 20 4 5
Lathyr us leucanthue 1茎 20 1 0 20 15 80
Leontodon tarazacumn 1ﾡ物体 1 0 1 5 46 1 5 45
Ligueticumn pOrtori 1 ま 10 10 1 4 10 1 5
Ped1culariB Sp ク 1 5 1 0 1 7 1 5 20
Thernopeie nontana

Browse
ク 10 1 0 1 7 10 1 8

POP1ue t r emu loidee 当年性の1校 25 20 20 50 25
SJmph oricarpo6

Ore oph 1lue
ク 50 12 56 50 75

Vaccinium caespitogum 1 技 20 1 0 20 10 20

(Cassady, 1941)

Obser vat i on Unitsと 重 :法

N. 放 牧 前 放 牧 後

1
unite 

10 er.54 units
10 . ・パ-

2 1 0 40 10 28
5 10 45 1 0 56
4 10 59 10 1 9
5 10 53 10 12
6 1 0 52 10 1 2
7 1 0 40 10 1 7
8 1 0 30 10 2 1
9 1 0 56 1 0 26

1 0 10 59 1 0 22
11 1 0 22
1 2 1 0 55
1 5 1 0 25
1 4 1 0 1 7
1 5 1 0 4 1
1 6 10 52
1 7 1 0 52

t 100 563 170 4 1 2
平均 ( 1 0unit当り) 56.80 2 4.2 4

差 12.56
利用率用 34.1
※ 平均の差 

放牧前の平均ﾡ

往 ぽ と とに記さ れた観制の数は その際準狽差が多 く のﾡに と って 右 の確率 で平均値の 1 5 
%を越してない。約半数の極については大きな正確変で抽出 された。
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放牧前の刈取は、放牧地のﾡ準的な、術羊の歩行路上で、緬羊にとって望ましい処で行われ 

る。刈取られた処は石、 挑などで際数される。最初の刈収地点(製御地点 observation 
po1nt) は無作為に逃定されたある方向へ、 1定歩数歩く といつた方法で求められる。初 

に出会った、選定植物極の植物単位が刈取られ、視測に必要な数が得られる と、紙袋に人れて、 

スブリング科でﾡされる。これが驟返される。次々の説洲地点は、放牧地をﾡ切る 1本また 

はそ れ以上の線上に一定の間隔で置かれ るととになる。

放牧後の刈取は、実施出来るよ うになつたらぐやるべさで、放牧前の刈収の 1週川以内が 

aましい。2つの刈収地点はﾡ似しているべきである。ﾡ物単位は出会つた願に、 採喰されて 

いょうが、いまいが刈取られる。

利用の度合は、調査さ れたﾡ物ﾡ毎に算出される。それは放牧前後のﾡ物単位の一定数の平 

ゅKはの接である。利用事は放牧前の橘、 聞ち生盤iに速く。 (才4 1表総照)

Cassady はこの方去は、班究または牧野経営の, 目 的について見込が あ.る とい 

っている。後者については、通当な球起がなされれば、放牧前後の1日のサムプリングは稲羊 

放牧地での現在の利用咬合の良好な 目安を 与え る。生価情は 緬羊の放牧管理の研究には 十分正 

確であるといわれている。ﾡ燥重確の決定のためにﾡ求される時間は、より多く の説測をする 

ために有効に使わるべきである。試験によると、この方法の原則は 健全 で ある。試みたととの 

ない者iによ り拠出された多くのﾡ点は夫際の野卜での突行下では間場にならないっ

s3. ﾡﾡと化学分析(Weight ana chomical analy8i8)
杯法の更に発ﾡしたものは、牧野の糸件下で消ﾡされた飼料のﾡのみでなく、 ﾡ分含を 

も決定する。この方法は放牧前後の植生のサム ブリ ングとﾡ応と化学沙析から放る。牧前後 

の重成と化学成分の差か、採喰された飼草の M と養分含前の目安として役立つ。とれは群集す 

る安畜にのみ用いられ、北部 Utah の山岳野 Qounta in range) に放牧され

ているﾡ羊に適用された。

1. サムブリグ(Sampling)
このサム ブリン グ法は植物 小位と視側によ る Cassady の万法と同一線上にある。然し

植物単位の定義は ﾡり、サムプリングも a-で はないo

(1)植物単位(The unitS)

植物単位は容易に紹識される ものであるべ»で、その限界は容易に限定出來、そしてほﾡに 

よ り完全に消費されないよ うに十分大さ な ものでなく てはならない。でなければ放牧後に集め 

るべき位がなくなつてしまう。液木の単位は当年に生奴した小枝であり、 bune n gra- 
83 では 1 陳、eod Rraegでは1eq.ft.内の体または順々のﾡ(tillor aho- 
ot)、 1年生卓や多くの卓本(herbacooue) では全ﾡ物体またはﾡ々のま(Stom)、 

粗い広葉の草木 (her'b) では業と葉柄が単位となろう。

(2) 観測 (ThH observation)

製 期は流木 で は全部の 校、革本ﾡでは全 M 体についてなされる。ﾡ聞 された全位はその 

数に拘らず全部集められる。このことは材料を選別する時に起るであろう (btae) を 

なくする。

(3) 採ﾡ(The col1ection)

放牧さるべき各々の場所では、 250歩離れた900 ft. の トランセクト が、家部の歩道に 

直角に置かれる。放牧前にトランセクト におって、主残協幡のそれぞれについて一定数の植 

物単位が集められ る。坐める単位の散はﾡによつてﾡるが、政牧前の単位の統計的に信福出来 

る 平均重；t が得 られるよう な十分のが必残であ る。このこと は 個々の 位の大 ささと 変動の 

度合によつてt通 1 00〜1400 ケの位を必要 とする。

採集者は トランセグ ト に沿つて歩き、与えられた一定歩数好にれの尖期に球 も 近い ものを集 

める。この微測からすべての位を採集し袋に人れる。との歩故はサムブルとして必愛な4位 

の数と極の多少(abundance) 、 ・

放牧後出来る限り班に、何じトランセクトに沿つてサムブルが集められる。これから採喰さ 

れた後の 単位の喰われなかつ た 部分 の ¥均I量 と養分 含tが決定 される。手続 は放牧前 と同じ 

であるが、一役により多くの位が集められなければならない。この採集方法で2〜るの放牧 

地 6～9本のトランセクトが1人で毎週サンブルされ得る。

2. 飼料 (Diet)
放牧前後に集め ら れたサプルは 風乾 燥秤 瀆さ れ 化学分析 される。放牧前後の 雨 出 の差 

が7市賞 されたﾡと考えられる。細の採性 し た各植物の％: を 決定す るために、 消費さ れた植物 

,ンの%のみでなく、放牧地の各ﾡ物のもまた来められなく てはならぬ。このitを得るために、 

トランセクトに沿つてﾡかれた、各10ケの25aq.ft. のプロットの中の各ﾡ物ﾡの被度
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の5・ft・ 数が求められる c 被圧の0・ft・当りのﾡ物単位の数が求められ 予 め求 

め られた 単位の 平均重ﾡを掛け 合せる。これは与えられ た場所の各 f危勿種鯉の 诚i 让に近似 し た 

位を与え る。

植彻体の消費 さ れた可分の各養の%は、放牧前後のサ ム ブルの乾燃 と化学分析に よ り 

計算される。僉物中の各養分の%を示す加朮平均値を得るために、各植物1®の養分の%は、全 

食物中でそのﾡの占める%で重みづけられる。 (オ4 2表参照)

この硏究から、牧野 (range-type 1and)のﾡ羊は、非常に選択的に 採喰 し、葉と 柔 

い茎を多く喰べると とが判った。全樋物のたつた 4 0～ 50%が採喰された時、多くの場合好 

ましいﾡは? 0～ 1 0 0%採喰されているであろう。従って全サム ブル (bulk sanplH) 

の化学分析が示すであろう ちのよ りかなり 良質な飼料 が喰べられて いる。北部 Utah で行 

われたこれらの硏究は、全税物体より、採喰された部分～―一段に葉一を利用咬合の研究の 

基礎に用い ることのf 残件 を 強調 している。

オ 4 2 表 . 緬羊 の 食物 中 の 草 極 の 組 成

(Cook, etal,1 948)

1005q.ft 
プロット当り 
平均被

被度の
6q.ft.当 
りunitの
数

1unitl 
の 平均 
帀 i

8q.ft . 
当 り t 
⑵ X (3)

100e.ft 
当 りirit
(4) x (1)

賞 さ
れ た tt

消され 
た全i 
⑸ x (6)

食 あ
(Di wt)

(1) (2) (3) (4) (5 (6) (7) (8)

Service- 
berTy

eq.ft 
1.42 2 10.7

gr 
0.322

gr
67.85

8r
96.3 5

死 
43.5

gr
41.9

%
10.6 4

SW台et 
aniee 2.1 7 17.0 1,3 1 0 2227 48.33 37.2 18.0 4.5 7
Mountain 
br Om台 2.4 2 21 7.7 1,197 2 60.59 650.63 21.2 1 3 3.7 35.9 6
Meadow 
rue 0.6 7 439 0,9 0 3 39.64 26.56 55.0 14.6 5.7 1
Aspen 
peavine 8.00. 4.8 0,883 4 1.4 8 331.84 4 6.8 1 55.5 59.4 7
T7e 8tern 
chokcb- eT r y 0.6 7 i41.2 0,58 2 8 2.1 8 55.0 6 54.7 30.1 7.6 5
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第/7章 長さの測定
( Linear Measurement )

ﾡ料物の利用の魔合を見積るために、長さの測定(Linear meaeurement )をな 

心方法は の3つの"テゴリーiに分畑さ れる。

(1) 放牧前後の6料物の輩高の単純な団定をす る方法。

(2) 放牧後に残つている草高を測り、 サr表(height/weighnt table )から こ 

れを 持去 ら れた 面に換算す る 方法。

(3) 採喩されて残った航物の高さ (stubble height)の型定と、 1ine int。r_ 
ception 法による intercept: された及さを組合せる方法で,とnれはその土地に残 

さ れ た飼 料の iを与 え る。

故木で口小枝の長さ が溜ら れる。純な高さ のi定を合い方法は、開豁草: 地の短草型に制限 

され 'Vil を利用する方法は高く生府するイネ科革知にも、証E盛に生育する広葉の継草類 

に も 適さ ないo

§ 1 単純な草商高の型測定 (Simple hoight meaourement )
草髙の減少仪奴の減少 (利用度合) と相関があ る と仮定する。放牧期間中 に生長が 舐められ 

るか否かによつて2つの一時的な方法がある。が牧期間中の生育が認められない場合には、放 

牧前者干のプロットまたば トランク ト 内の各楣物について 草高を測り,放牧後同じ数のプロ 

ット (トランオクト)で同ﾡに測足定する。利用率(vorcentage utilization) . 
次式で与え ら れ る。

H,-H,し,。。 但し H,は放牧前平均高

H: H:は放牧後の平均高

放牧期川中の生長量が認め られるなら ば 放牧 さ れたの と ・ e の放牧期問係護さ れたのとの1 
対のプロ ット(トランセクト)が用いられなくてはなら ぬ。利用率は 次式で与え られる。

H, - H3 x100 但し H, は保護されたプロットの平均高

Hi:は採喰されたプロットの平均商

Pechanec らは、この方法は広大な面積について行う には 面倒であり、且っイネ科革の 

量はその高さにより直線的に変化する とい う間違った仮定を含む故に、この方法は不完全であ 

ると指摘した。
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§ 2 高さと重量と容の相関(Eeight/Weight/Volume reletion)

H/V 表は林※技術者により古くから使用されている。 この原則がCOmma8On により1 
927 年は初にイ ネ 科草預に適用 され その後30 年間多くの研究者が、 /w関係 (height 
/ weight relationebip ) のいろいろな知改を提供した。

重量 (または容量) は草本の高さを通じて一様に分布しているのではなく、 どの草Xcいて 

い、同 じ高さ の偶体 cついては、高さ c対ナ る ﾡ量の分布は 可成 り 一定 しているとと が知 ら れ 

ている。多くの放牧草本 (rang graee )で猛の大師分は値物休の益部に集中している。 

H/w関係または生育形 (growth sorm ) は環境の相違によ る例外と,花雄 (seed 
stalk )の存否は別として、同一草団内の各個体によく適合する。 (第39図参照)

利用度 (採喰された)

オ39図 range grassの3種の r 曲th線(hoight/weight curvo ：l)

(Compbell 1943)
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オ40図 Utilization gaug9

1. H/w 比の決定(Determination of the Height / weight mtio) 

ある 草類の成熟 した、喰われてない値物休が集められ、基師から上に向つて紐をまさつける 

ことによ り一緒にまとめる。このまとめられたものは生育型でﾡり、 bunchgraes ならば 

一株全体、 sodgress ならげ一定面積から全協物休、 8inglo-atemmed grass 

ならば一定数の莖である。Cれは1 in. 間隔に頂部から下に向つて切断され 各断は風ﾡ 

後称量される。各断片の重量の全休の重量に対する %が計算さ れ 高さの%と 重量の % との関 

係が、表、図、 スケールなどで表される。 (第る7、3、 40図参照) このの決定には 

多数の制物体が用い ら れた。

2 利用度合の決定 (Determinetion of utilization )

との方法は、放牧による高さの減少率を測定し、予め用意された H/w 表または図表によ 

り とれを重量の減少率に変換する。 (重量と容量は高度の相関があるのでI量は容量の代り c
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使われ そのﾡはしばしば交替して用いられる。)

/w 関係により利用度合を求める4つの手法がある。

I 喰われたのと尖われてないものの平均から、採咬 された 高 さ の% を 計算 し,これをスヶ 

ール上で採強さ れた重量と して読みとる。

I 喰われた もの と喰われない ものの平均簡を求め、採ﾡされた重量の%をゲージから説み 

とる。

I 喰われた高さから、残つている憧物の血量%を就みとり、採喰された JR 球% を計算する。 

ロ ﾡ物体にスケールをゐてゝ, 直接に採除された近ね%を読みとる。

第I法
先ず放牧地の採されてない部分でkey sp, の最高花懿の平均値(A) が決定される。 

それから採喪された部分でこの草種の平均為 (B) が求められる。採吩された高さの% は 

"ス *100である。ﾡ後にとれに相当する重量%が図表上で謎みとられる。

第I法 .

Lommaseonらicよりogarithmic utilization gauge が発ﾡされた。 

(第 0図参照) との調査をするには、先ず場処を選定し、 測定せんとする革価を決める。 

LOImaS9on らはサムブリングには トランセク トをすゝめている。そしてトランクトIに 

沿つって規則正しい歩で、ザムプリングする。そこで靴の尖端に俄も近い、選定された草•曲の 

1個休の高さをﾡる。eod plant が優勢な処では直径2in.つ円が1ﾡ物体とされる。 

一般にある旅価の20仙体が、利用度合の血術な評価と得るために測定される。 各 wﾡの利 

用度合を決定するために、ゲージのグイヤルを回して、カードのゼロ点に、喰われてない植物 

の平均高を合せ、円形スケール上の採喩 さ れた植物の平均為に対応する, カード上 で利用率が読 

みとられる。

Lomma96Oらは「との方法が基いている"form factor "は役に立つ原則だが、 

個々のﾡ物休はその草ﾡの/w 表からかなり変化する.... ・・・.・ ゲージ法は普通の見 

積り法より一ﾡで、正能な利用度合の決定をする。他のことが同じであれば、ダージ法の正確度 

ば 喰わ れたのと、喰われない ﾡ物体の高 さ の測定の 正確度 に正比例す る.....・いろいろ な実際 

の使用から との方法は実地の利用に耐え ること が判った」と言つている。

第I法
CP1ュ1n 6 らは、喰われたのと喰われない値物の数を政えたが、高さは喰われたものにつ 

いてしか測定しなかつた。喰われたﾡ物の平均商5は、毎年新しく作られた図表を利用して、残 

つている値物の重量%に換算される。この値と 1 0 0 との差が採喰された植物の重知%であ る。 

利用度合を求めるために、 との採ﾡされたﾡ物のﾡ量に、採喰されたﾡ物体の%を掛け合せ 

る。抽出単位は トランク トに沿って置かれた半径1 况の円でめる。Reid らは100sa、 

ft、の円形プロッドを用いた。Headyは利用度合の判定の基礎として、喰われた値物の高さの 

みを用いるととの誤りを指摘した。ﾡ物が大さ く 生育する年の、4 in の喰われた植物の高さ 

は、生育の悪い年にけるよりも、飼料革の利用率が大さいことを意味する。

第ロ法

草高を測定して、これを量に投算するととなく、 velentineは簡物のBにスケールを 

置いて正接われた重量みを説みとつた (第る6図参照)

皆•草価について、一統きの重量値の%が、いろいろな高さについて求められる。その価が力 

ードまたは板に等寸大で描かれる。それ故、喰われたﾡ物の高さは喰われた重%を示す。ス 

ヶ ールは 喰 わ れな い 憧物 の 商s さ 毎に作成 さ れ る。

先ずブロッ トであるﾡの巡当な数の高さを測定して、 われないﾡ物の平均値を求める。 

それか ら その草岡の採喰さ れた仙物仙体の利用度合が決定さ れる。カー ドは地面上に置かれ、 

そのﾡ物体の喰われてない平均高に一番近いスケール上で、喰われた植物の高さ から 直接に利 

用度合が読み と れる。観調 さ れた値物の平均利用度合が、 そ こ の利用率 と 見なされる。

2, 3分の教ﾡで、誰にで6とのスケールは使えると言つている。平均を求めるとと以外計 

算は全く 使われない。直接読みと ることは採喰高の異った 植物の利用の度合を求めるのを容易 

にする。厳密な正確庭が要求されない場合 このような2つの値を心の中で止較することは、 

利用座合の見積りにとつ て貴がな基硬を与え る。
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5. 環境による生形の変化 (Variat1on ○f growth form with invi一
— ronmenC )

H/w 法は" ある与え られた草価について、そのﾡの各個休の高さ c対するﾡ量の分布は 

かなり一定である"という原則に逃いている。このことは同一の環境条件下に生ﾡし、高さが 

近似している場合に妥当である。しかし異った条件下では、生育形は変わる。乾燥した年、吹 

ささらしの処、ﾡ蔭のない処では、生長量と重は基師に集中する。降両の多い処、良けな立 

地、密生地では 高 く 生長 し、高い団分にも飼料草の大さな量がある。Clark は1 01fに 

ついてこのことを調べ Agropyron trachyでこの変化が少で、 pOa praten- 
ei8 で最大であつたといつている。彼は平均スケールを適用する時、 10～25%の誤整が 

導入され 生育形は、他の因子より年毎の気候の差による差がﾡも大ふいといている。cれ 

と対照的に、 HeadyはAgropyron.Spicatvnにいて、 年によるﾡよりも、立地に 

よる差の方が大きいといっている。

ヨ/w スケール ば ・ 陰われた 触物 と 喰わ れ ない仙物 の高5 さ と ・ ﾡ量の 分布の関係 を見ると 

とに、調査員の練習の助手として最大の効用がある。cのような重見私り法の実行上に大 

の価値 を持つ。 /w. 法 と近侬秋 り 法 を比較すると、額学による一城な採では同じ位の 

正確ﾡであるが、牛による一城でない採では、 /w 法はプロット見aり法(ocuar 
octimate by plot )ょり低い値を与える。採独高のﾡ定は、面量の見積りより2〜3 

倍の時間がかゝ る。

S3. 喰われた高さと被度 (Stubbl。 hoight cユaag and aroa

1. ライン。インクー セブト によ る被度 (Aroa by ユin。 intorc opt ) 
はを氏被度 (ba6al area )とﾡ物の喰われた高さ (etuble height )を結び合わ 

せたものは、残された飼料卒の量を評価するものであり、持ちさられた量を評価するのではな 

いoそれは将来のための貯蔵量 (resorvo)の見ﾡりを与える。 CanfieldはArizona 
の半砂渋性草原(Bomi-de,eort gragglend)で被疫を表すのcline inter- 
-coptを用いた。この方法は『放牧の度合 (強さ) は放牧期間の終り に残された、採喰され 

なかつた簡物の量と値物の度われた高さを組み合せるととによ り正しく 反映される』とい う 考 

えに基いている。値物の喰われた高さは括約される (etubbleheight cla88)。 次 

の分類は南ArizonaのBoutoloua gpp. やそれと似た値物の優占する処で適用され

るっ

Caee Stubble-height (in)
1 ........................ 0.5以下

2 ........................ 0.5～1

3 ....................... 1-»

◇ ....................... 6～8
7......................... 8 〜1 0

8   10以上

9   採ﾡされていないもの (高5さに拘らず)

高性の草本が優占する処では、より多くのhoight classまたはより大きなクラス間の 

問明が用いられる べサ であろう。一般的原則として、 South westでは永年性イネ科草本 

のみが、利用合の計算の ために測定される。

(1) 野外での手統 (Field procedure)
各東撃 (tuft) の地面か ら高さ が測定さ れ トランセクト •ライ ン下の地面上水平的拡が 

りが:1/00ft,単位で沢促定される。に彼が発つた高5さで採ﾡされている時は、 それぞれの高さ 

毎に拡がりが測」定される。採喰されてない物はすべてclase 9に記入され、 その7さは別 

のWに 1 n括 約で記入 さ れる。

(2) 抽出』位 (Sampling unite )

永年算館の被度が5%以上の処では50fい のラインでよいが、 5以下の処では100 
fい のラインが用いられる。トランクトの数は面積の大きさにによらず、 細成の一様性、 

価被の慶合、恢生の採喰 された度合によ って 左右される。一様な処では平方マイル当り 2本の 

トランキク トでよい。 • •宀-

層化抽出法の方が、 純な無作為抽出法よ り望ましい。

(3) 結果のとりまとめ (Compiュetion of reeults)
米国のSouth weotorn Region Cある1000エーカーの放牧地の実際の調査の 

結果が第4 3、 4 4表に示される。Cの放牧地は 1 2 5エーカーの8ブロックに分割され、各 

プロックに無作に2本づゝの1 00fいのトラ ンセク ト すなわち合計1 6本の トラン 

が置かれた。第4 3表は 1 っの ト ラ ン+ク トiに関する もので、ﾡ価毎に レooft
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単位で測られた拡がり (ine interCept meagurement 高さのclaSS 毎 

に記入されている。16本のトランキクトに関するこのような記録が一表 (こゝiCは示されて 

ない)にまとめられ 放牧地の測定位の合計を示ナ。第44表は実測値の%に換のされたりの 

を示す。このような表には、調査された牧野の利用度の先全像(conplote,pictur。 ) 

さ れている。

(4) 費 用 (cost)
ュin。 interception法による認査の戦位面ぞ当りの内・外業を含めた費用は、一般 

(こ他の普通用いられている方法に比較して低い。経験的に、 1ine 1ntercoption法 

の費用は、路査法によ る比較的精密な、調査に比べて有利である。

第43表 Utii12atiOnのM野ﾡ

(Canfield 1942)

1

; 草 ・

•

scubble-height cla85の基圧被度( fooft.) 喰われなか 

つたﾡ物の 

高さ (n)
枯 死 

株 1 2 3 4 5 6 7 8 9

i Adi

計

6
6

Beu

計

1 2

1 2
Ber

計

-

3.3.4.

4.5.5.
6.4.10.

4.
4 8

18.11.12.
16.10. . 
.12.11.

Bf1

計

6.4.7 4.3.2

4.5

3.18.2 6.5.1る.

9.3.4.
4 0

10.3 .
7. 8. 8.

1 7 2 4 2 3

合計

(ft.) 0.8 80.1 7 0.2 4 0.55 00 6

第ゞ44 Uti.lization 調査の計

paStur。 NO・A
SantaRi t a 験牧野

(Canfield.1 9 4 2)
月、日 194 1年6月

被 座 1.94%

Stubblo-hoight 
clese 1 2 I 3 4 5 6 7 8

でわれな
草何 ど(%) 〜Stub be_he:cht ca5s 行の所の% かつた簡

: ﾡのゐ
Abi 9.2 3 1 38? 2 1.18 799 1Q4 2 3.1 2 12.50 30.70

Bch 1 8.0 1 8.4 1 I 5.9 2 15.9 2 4.4 7 55.2 8

Beu 15.21 27 5 1 5.47 1 4.62 4.24 62.72

Bor 10.7 9 4.1 8 2.9 8 4.48 88.36

Bfi 10.86 11.8 7 1 5.73 2 4.0 4 8.90 3 9.4 6

Hb。 5.19 5 2.80 36.64 10.56

Hc。 16.2 0 2.98 6.16 8.15 1.99 1.79 78.95

Tea 8.28 11.2 8 8.1 7 15.1 8 4.28 1206 49.03

その他 6.18 8.8 5 2.08 15.6 3 13.5 4 8.86 51.0 4

平均 4.2 2 12.82 1 4.69 6.5 7 2.19 1.5 8 1.1 6 0 56.7 7

2. 簡略法(A ohort一cut method)
この方法は 2in かまたはそれ以下までに喰われた飼料の量と 2 in. より高く 喰われた量 

と喰われなかつた量の問の相関に基いている。このは基低被度(baoal tuft area) 
で表す。42図はArizona の Santa Rita 試験牧野.....そこではBOutelo- 

ua R pA が主ﾡ飼料草ﾡであ る の半眇漢性草原 (mixed sen i-d osert gugs
type) に適用されたものである。

-28- -2ワー



放牧利用度見積りの簡略法のための図商 (Confield 1942)
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2 i n以下C採された処の全単生面積に対する%

2in以下 " ・

採迎 されなかつた処の ク

(1) 区表の作成(ConBtruction o f chart )
牧野全休に分散さ れた71る本の1 00ftのトランセクトで 全値物が調査された。基症 

被度とその高さが測定され、 3つの6tubble hoight clae6----- 即ち21n,以上、 

喰われないもの —— ic分類して記録される。図表は 2 in以下のclae 8の基底被度を 5 % 
間阿で各欄の基部に置いて作成される。

(2) 野外での使用法 (F1eld uoo )
観察により、2in、より低く喰われた部分の被座(ba6al tuft area)の平均

が見積られる。との際草ﾡや値物組成は問題としない。図表から、これに対応する、 2in 
以上の高さでわれた量とﾡわれなか つた 量がわか る。

・ この方法は1人で迅速に出来る。2in以下にわれたﾡ物は容易に識別出来、そしcその 

高さでは基歴被庭は容易に見積るととが出来る。計算は簡である。2in、という高さを、最 

も多く 見られる採ら高に変えた方がよい場合があると考えられる。

化事Fの忙しい人のために考察されたとの方法は米国のSouthwost Region で多く用 

いら れて いるo

§4. 小枝のさ (Twig lo ngth)

この方法は、当年の小枝の生投は(currenE cwig growth)が容めに見分けられる 

木に適用される。

H。 rmay は小枝の 生長量と 利用ぬ合 を 見積 る方法を報告 している。そ の方法は いろいろな 

生育形を持bitter brueh について述べられている。とれは放に分枝する落葉性ﾡ 

木で、高さは普通2～6い である。採ﾡされない場合は二=シダ ( Cy t is us ecopa- 
-r1u。 ) に似て いる が、緬羊か山羊に下部 を採ス される と、下部 に 不規則に 成及し、上部は 

直立し花をつける。牛によ り 強く 採喩 される と クッション状を品する。これは米国西部の幾 も 

ﾡ要な飼料木の一つであ る。

(1) サムブリング (Sampling)

抽出位は細いプロッ トである。被度が0.2%の処で、 プロットは2oin.ので2～る 

cha in の長さ で、面積で約0.。 0 5～0.。 0 7 5ーカーである。各ブロッ トは同 じ大さ さ 

でのり、 20～25のbitterbruah を含む。プロットの数は立毛の変動性と放牧による 

利用の変化の程度に左右され 面積は余り間題でない。2 0〜2 5 ケのプロ ッ トが利用度合の 

信頼出来る見積り値を与える。

(2) 生産量と利用魔合の計算(Oalcuation of production and uti-
- 1zation)

ﾡ木の生産する飼料の量は被度(area of crown) と採喰されてない小枝の平均生長 

量の積で示される。この値は容母 と生産般に関連があ るが、その何れの直接の尺座とはなり得 

ない'e それは単に他の木について計算された向じょ うな値と直接比較するととの出来るとい 

う数であり、全生産量のなかでの相対的な比較をするのに役立つ。

(i との生産量指数(production index)は、ﾡ物の被度に採喰されてない小枝の
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平均長を掛け合せることにより求められる。ブロット内の全小枝生産量ば、すべての流木につ 

いてのこのような積を加え合せるととにより求められる (A) e
(i) 各値物の利用性の指数(utilization index) は (I)により 得られた値Iこ、小枝 

の利用率 (percentage utilization)を掛け合せることにより求められる。ブロッ 

卜内の全ﾡ木について求められるとのような積の合計は喰われた量の指保である (B) ○
価iD ブロ ッ トの全ﾡ木の利用率は次式で求められる。

第20章 踏査法 と レンジ・コ ンディ ション 

(Reconnaissance and Range Condition)

S1. 踏査法(Goneral roconnaissanco)

放牧地全体の利用のﾡ合は、全プロッ ト の利用率の平均で示される。

/

1. 一般的m (Genoral in6poction)

こ れは本や低巡木から成る大面積の放牧地の利用のﾡ合を決定する方法であ る。誠在員は 

般早そこにない もの, すなにわち喰われたものの見積りをする。見ﾡりは喰われたいのの高さ、 

岩量、 ﾡ量で示めされるか、またほ 一般な 晋葉で弱応 中座、または強度の利用 として示され 

る。見秋りは植生全体に対して、またば各草ﾡに対してなされる。利用されてない処は、利用 

蛉を見放る基準として役立つ。この力法は側人整の大。い主製的な見積りにまく いのである。 

米国の山林局 と 土地管理局で一般的に 使用 されてい る。

2. 残つているﾡ物の評価(Evaluation of plant residuo)

一年 か ら 成る放牧地で は、放牧の度合は 利 用のい ろいろな度合 を 示す写真 と比較す ること 

cより見積られる。調査員には二っの型の指係が役立つ。すなわち(1いいついろな場所の放牧 

利用の模型、(2) 残されたﾡ物でかくされた地表や小さな地物の拡がりである。(1xは普通放牧 

の座合の見積りに適当でめ り、(2k:土築保全のために殺されたﾡ物の量を評価するのに役立つ。

弱度と 強度の利用下でば 一様に採喰さ れたように 見え、中度の利用下では 班点状に採喰さ れ 

たように見え る。

§2 . レンジ・コンデイション(Reng。 Condition)

ﾡ生とその利用に関する女献は、 rane condition の問廠こ対して何らかの目及がな 

されてなくては完全とはいえない。との間題についてこの本のどの部分において6、 方法それ 

自 身が関係さ せﾡいので言及さ れてない。この問題は値生の利用の研究におけ る一手法でぁ る。 

SampBon は"Pant 8ucceseion in relation to range manage- 
mont"のなかで、 Fang。 condition とそのtrcndの方向を理解するための生態学 

的礎を考素した。彼の踏は放牧地の管理に対するとれらの概念の適用についての背景を示 

した。米国と カナダで、特に最近1 0年間にrange condition の主題に関して多くの 

「ス文が発表されて いる。との概念は未だ形成途上にあ、ある程座論ﾡのある図際にあるので 

この章は 急速に増している論交に対して注意を向けるととにのみ役立つことが出来る。
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1 . レンジ・コンデイションの概念(The conceptof rang。 condition) 

range condition とは牧野のﾡ康度である。ﾡ床は自然の調律(rhybhm) と一 

致し、自然と共に作協するととによつて維持される。とゝでいう調成とは生態学的なもので、 

そこでは気仮、土拡、植物の生活,動物の生活などいろいろな成分がかなり狭い範囲で平衡を 

保つており、そのどの一つの成分が変つてい、他の成分に変化が連ﾡ的に起り、 それ放何かゞ 

悪く なると、e れが知正さ れない関 り e の書は 進行し、そ の系は 破成す る。小面積の土地に多 

逮力騎が放牧 さ た時に cocと が起 る。先ず永年 性飼料値物が減退 し、逃に地が型れ 

ﾡ雨により土基が通び去られる。range condition は土地の放牧利用に関する生態字 

的方法であ る。

range condition の後念の主要な る貢献 囂、ある生闘的タイプ (ocological 
type) 内のすべての場所は同じの生産能力を持つものでないということの瑞識に ある。例え

土却の深さ、秘気ﾡ、地方的気ﾡ、領斜の方向など(こおけるいろいろな相違により、同じm 
生型の他の場所で遼せられた最高生産量に何処でも達せる というわけにはゆかない。目的は型 

実の生産量を、ﾡ在的な生度力に関係させるととにある。American Soe1oty of 
Fo r。sterar1 944年rcnge condit ionを、与え ら れた牧野の土嬢と 飼料間物の 

両者が、正常の気償と最良の管理の下で述するととが出来る も しく は途するでゐろう ものに 

対す る健康また は 生産性の状態 と 定義 した。

2 コンデイシロン・クラスとトレンド(Condition c1ceses end bFondB) 

教野の健康度はcondition cユcge で表される。一般C4～5のこのような°1&88 
間ち優 (excoユlent)、良 (good)、可 (fair)ミ 不可(pOOr)、板めて不町 ( 

very poor) がるる。・優"のclaes以下のcla88はその場所の潜在的なものからの 

ﾡ脱の変合を示す。 . . . .

( 1) コンデイションの判定(Judging cond1tion)
Taユbotr、無利用 (non-uee)、良好な利用 (oatiofactory uge) 問つ 

た利用 (abuso) という事態の実際の状態を岡誠するガイ ドとして作用するすべての特破に 

対して指標(indicator) という言葉を用いた。このような指標は、飼料他物のみでなく、 

土戦、地形、気候に も関係する。それ故いくつかの悲地がc0nd1b4onの間定に使用きれる 

か、分級 (claesif icat ion) は次のるつのうちの何れかにく。知ち(1) その場所 ( 

81te) の極相の植生に対する尬生の状態,所がその生態学的状態(9c01°g1c&ユ 8tet 
)、(2) 放牧条件下で減少 (docreese) 増m(increase) 浸入 (invado) する簡 

物の比率、(3) その場所のﾡ料ﾡ物の生産量である。また更に考すべき附加的な性質もある 

(第4 5表参照。)

(i) 生態学的状態(。c0106ica status)
分類の主なる菸準は、極相がpotonticel と考えられるので、生態学的 (florrie- 

-tic) なものである。との考え方で、 conditionはその場所の極相をﾡ成するﾡ生のう 

ち、現するものの比率と定義される。そのcondition cla8s は極相からの距りを示 

し、 生産のcla8sとは考えられない。一年牧野(annue gra83 rango) や追 

括牧野 (roeeedod range) は極相から造く離れているにも拘らず、良好なﾡ料を生産 

している であ うう。

この 分級方式は、・相の 随生が放牧に適して い る 処 に局限 さ れ 極相が森林であ る 処の革地 

には適用出来ない。

(i) 滅減少価、 州加ﾡ 侵入団 (Docroasors, incroasora invaders)
woaver らは情ば物を、放牧条件下で減少するもの、地加するもの、侵入するものに分類し 

た。滅少価、増加価は乱されてない比ﾡ的安定した群落に見られ 一方伐入団は初めの憧生が 

攪乱された処を占有し、過放牧された場合ﾡを下っす。Dykstorhuiscより、減少価、 

増加曲、侵入曲の相対的比率が、range condition の分級の定量的な方式を開発すべ 

く 用いられた。飼料隨物のみでなく、全ﾡ物か、 少価、増加G 侵入ﾡの量の見積りに含ま 

れる。というのは一年草やﾡ木などの飼料値物以外の侵入は、しばしば過放牧の結果として起 

るから。 ※

Dyketorhui8 は次のよ う c clae8を定義した。

優 : 減少、地加ﾡが全ﾡ被の7 5～100 %を占める。増加ﾡの被度は極相また初め 

からある。

※〔記L]
Stodda r t & Smith : Range Management (1955 P、18 0) に次の 

よ うに説明さ れている。

紙物は極相に属する (元来自然にある) ものと侵入するものに分けられる。前者は更に強度 

の放牧下で増加するもの (一般に喘;好性の低い もの)と少するもの (一般に守師性の高いも 

の) c分けられる。このようなﾡの分類は有用であるが、魁彷以異つた境遇では、別のﾡきを
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するであらう------ある場所でinCF9e9orであるものが他の場所ではdocroa9er 

でありうるというとと-----ととに注意すべきである。 .

WyomimgのBighorn Basin では次のように分ﾡされた。

Cユi ma x d.ocroa50r Cimax increaser Invader

Bunch whoetgrass Yarrow Al 1 annualg
Idah。 f o 8CU0 Snowbe r ry Gumwood
Go ran um Sag。 bruBh Snckeweed
winterfab Sandbory bluegregg Foxtai barey
Indian ricogrags Neodle gras8 Hore。 bruBh

Fourwing eaユtbush Sha dsc ale Cac tuG
Big bluostom Rabbi tbrush s andw。 r じ

植生で占める範囲を出ない。 (もしくは逆に、侵入、増加団が全ﾡ被の0～25%を占 

める。)

貴 : 現在のﾡ生の 75～50 %が極相または初期の協生でる る。(植物師よ りむしろ簡生 

が考慮される。)

可 : 現在のﾡ生の 50～25 %が極相または初期の簡生でる る。

不可 : ﾡ在の仙生の 25～0みが極相はまたは初期のﾡ生でぁ る。

(iIl) 飼料の生産量 (Forag。 production)
との方法の基礎はその場所の可能なる最良の管理の下で生産され得る量にょつて、羽在の生 

産玳を考察することにある。しかし未だ分殺の絶対的基準ほ見当らない。 のものが用いられ 

ているo

優 : 可能な る飼料の 90～100 %を生産る牧野。

才43図 range conditionの決定の定的ﾡ礎を示す図式

優 : 能な る飼料 草の 80～100 みを生産する牧野

良： " 75～90% "
可: " 50～75% "

不可: "

極めて不可 : "

2 5 〜 50% 〃

2 5%以下 ・

H"ロP®「パY はの4°1es8が適当でめり、調査を簡単にし、内契の時問を滅少すると言 

つているo

優 : 可能な る飼料草生産刑: の 75～1 00

良 : "

可 : "

6 0～8 0% "
40～60 "

不可： "

極めて不可: "

20～40% "
2 0 %以下 "

(l 附加的因子 (Additional factor)

Fange condition の分級はﾡ一に既に述べられた3つの基的に逃くが、そのどれを 

主として問いてい、 他の2つも考慮され、また同時に考慮さるべき 他の因子があ る (第45表 

発照)。

良： "

可： "

不可： "

5 0〜7 5%,
2 5～5 0 %
2 5 %以下

-37-



多分も重要なのは土ﾡのcOndition 即ち裸地の拡がりと侵触の程度でめある。 若し侵 

触が正常以上であり ガリーが、形成されている時は、 より多くの飼料が残されなくてはならな 

い。他の因子が同一の場合、中度の似触は cas8を一っ下げ、強度の侵触は 2 cag8以上 

下げるだろう。B22ison に 飼料率でなく 土壌の安定性を 够的あ準 とした。

土のconditionと密な関係のあるのはﾡ物の遣体 (plant 21tter)の存否で 

ある。遺体は土原を侵便から守り, それが存在することは過去の放牧がひどく強くなかつたと 

とを示し、そのﾡえがあることは一般に改良を示す。 Dykatorhuie らは地のﾡ物遺体 

の定量的定の方法を示した。

植被(pユant covor)は考厳されなけれならぬ本ﾡ的因子である。これはPO1nt- 
observetion-plot法 point法、コドラート法 などにより迅速に決定されろ。

価物の活力は、多く の人にcondibionの判定には余り面要でない性質である と等えられ 

た。これは草ﾡの個体数の多少(abundance)、ﾡ物の大きさ、 花基 (eood Bbelk) 
の高さ、 1個体当りの花室の訟、ﾡ物問の距艦、ﾡ物の年令祖成を考慮する。活力は牧野の過 

去の成脳と共に考察さ るべきである。そ うでないと、旺盛な 協物が喰われずに残った ものであ 

る時に起るような誤つた結論に導く ことがある。

condition clag8を決定する前に、その牧野に如何ななる価ﾡの家が放牧されたか 

を知る必要がある。牛に とって〃 優〃 である と 分級された牧野の飼料草は、綺羊によ ってば唯 

"可"の conditionであるだろ う。

V ) ガイ ドと採点 (Quidos and scor。 eheete)
野外での使用のために用意されたrenge condition分級のガイ ドが米国山林局 と土も 

保全局によ り指出された。それぞれの ガイ ドが1つのﾡ生型に適用される。第一C、ﾡ生型に 

本質的な地形、土ﾡ 独生の特徴: が記述される。それぞれのrange condibion 
すなわち指標岡物 (indicator plant) ・ 飼料恠物の活力、遺休、優触 が別々に 

取扱われ そして これが管理 (利用の季節、放牧方式 肝容される放牧利用の度令、放牧の強 

さ、潜在的飼料生産力)と紐合される。各依生型毎に これを 用意する と、恐移の動向とその順 

因 を 研究す るのにすぐれ た機会 を与えた。

探点表は牧野をcondition claee に分級するのを助ける。考慮されたいろいろな性 

質 について 点数が与•えられ、その合計が仮の分級を示す。 それからcond1t1onはガイ ドの 

なかのより詳相な記載と照合して明確に分級される。この例が第4 5表に与えられる。

2) =ンデイションのトレンドの判定(Judging t rond. of condibion)

牧野の質における変化が若し多年にﾡって持統されるならば、 Feng conditionが上 

向いているか下降しているかのtrondを示す。これは牧野の管理が行益か有国かを示す。あ 

る位生型のなかであるﾡ物はより よ い conditionの特はであり、一方他のものばより 

不ﾡ全なconditionの特後であるだろう。これらの位物の故、大きさ、被ﾡ、 外ﾡ、 団子 

の多少などtrendを示ナ。ﾡ物の年令は有用な指ﾡである。好ましい草ﾡの若いﾡ物の優 

勢なととは改典を示し、一方古いﾡ物が多い時は悪化を示すナ。好チましくないﾡ物についてはと 

の逆であ るo
米 田山局か らtrondを測る 方法が最近発表 さ れた。それは3一8tov法と 呼れ、三 つ 

の主要なる過種から成る。第一過和は主として固定トランク トを設定し、そのトランク ト 

と そ れが置か れた 処か ら 基ﾡ的デー々を集積けナるとと。第二過程は これらのデータ の現地での 

分析、 記録時のcOnditionの分級とtrondの推定である。 第三過程は調査された処の 

range conditionの写真cよる永久的記会である。 トランクトの測定を除いて —— 

これは側定さ れた故に ----  他の過和は繰返さ れ、後年のﾡ査によ り 比較 される。

「range のkey area内に永久的にトランク トを固定することは、 そこから集めら 

れた最初のデー 々 とそ の後の デー 々が、 そのよう な特別に指定さ れた場所に多年月の間に起る 

であろう 仙生の変化と土ﾡ侵触の連度について歴史的証拠を効果的に形成するであろう ことを 

子想する。」

condi tion の trendを推定ナるのに点表を第46表に示した。同械な方法が土城 

の安定性のtrendを決定するのに用いられた。 ※

5. 適正利用 (MrOpOr uGo)

これらすべての牧野の分級の目的は、 土地をも有利に利用することである。放牧の強さは 

range condition から決定された"優"のconditionに牧野を誰持するであろう 

ものを越してはならず、 若し"可""不可"のconditionの場合は、 それをよいcondi-
-tionic改典するものでなくてはならない。それ放各k0y 8n の P-U、 Fはは柔軟性の 

あるものでなく てはならva。 Humphrey は condition cceeによ りbuebunch 
wheat sraoe のR一 F.を性5正する例を示している。若し"優"のconditionでそ 

れが60%とすれば、"良"のcOndibionではそれば50%、 "可"では40か、"不可 

"では 30%、 "極めて不可" では 2 0%となるであろう。

ranc。 condition claoe cより利用度合の記査 (renge utiization-
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-SdFマeア) をする方法が HumPhFoyにより提突され、説明された。彼は「我々の公有 

と私有の牧野の多く のconditionは, 今日我々の飼料資源について起っているこ とについ 

て立止つて考え る こ とを強制しているよ うに見える。も し他の方法が失敗した処でrango-
-condi Cion 法が成功するな ら如何なる強牲を払って もt通的に採用する価価がある。J 
と述べてい る。

第5表 R:

指標(Pant indicators) 
活力と 状ﾡ 永年生 イ ネ科草

色, 高、 tの中に採喰された久

イネ科は、従全なゐ緑色の多数の丸

株上りはたい。 ..............
bunCla gras6 は安定し、

イネ科本は上と同標で花茎は高い。 4 . . „Vッ六バ リノ X、小 お, 
イ ネ科本は明 らかに 住全でおるが、! •

1ネれ方ピ・"い列的な色質出し、容易に引け、株上りがしい。 ..............

多くの植物体W..

良 = :

良 = 2 
uge)

活力と状態 ﾡ料流木

(館料液木方、 全ﾡ技の2U%以 

新しいへ祝前ﾡと多敗の若い物がある。 

強く採喰されているが、刈込状(hod 
採喰線(browse 1ine)が形成さ 

明らかな採父ﾡがかる。
被度 (Density)

優 = 1
紐成 (Comp。 si t i on r)

優 = 1
放牧利用状況 (Grazing

現在の利用状況

利用されていない

延度(grama tpe 720%! ..... ...............二 1
中度 ( ク 20〜4.................... _
強座 ( ・ 40〜く
極めて強度( ・ 60%以.................... 三

過去1 U年間の利用状況
利用の強さは利用されないか軽度?...................... _

・ 利用されたいか軽度
.. .... *......  一 1

ク ク ス.

ク 中度から強度の間で纟……:.................... 三

ク 常C強度から極めて引......  一,
1年生イネ科草と雑草類

疎 = U 多三
有害ﾡ物 

(Pricklypear, bitterwee 
存在しない = o 生
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第5表 Range Condition の分級のためのScore card
■ . ( 南西永年生草々地の年間放牧地に適用 )

並指標(Plant indicetors)
活力と状ﾡ 永年生イネ科

( Parker 8 ,/?44)

色、高さ、量の中座に採険された処または採喰されなかつた処との比較に基く。

1ネ科革本、健全 な濃緑色の多数の葉を持ち,花落は高 く 数が多く、契常立乾ﾡ期を除いて枯死ﾡ物は殆どまた全くたい。再生ﾡは有利な年には豊でかる。sod と bunch. graee は安定し、 
株上 りはた V。 ........................................  .........................................................................................

イネ科卒本は上と同様で花茎は高い。再生ﾡは特に布利た年を除いへては少い。・可・または。不可・の状ﾡが点在。eod と bunch graoeは安定。時として軽ﾡの株上りが:かる。....... .

イネ科車本は明らかに健全であるが、収量は少く、降雨は以前のﾡに効果的とは思えない。sod は薄くな り bunch graes は疎となり 明らかに味上り している。 .......................

イネ科 •草本は弱々しく、薄い病的を色を している。花茎の数が少く、極めて短い。多量: の連続 した降雨 も旺盛な生育を地進せしめない。若苗は少く、枯死体 が多く、根は露出 し、容易に引抜け、株上 
りが烈しV。 ................・..・..........  ....... ... ..................... . .... .....     . .. . ......   . .

活力と状ﾡ 飼料流木

三3
=5

(何料木が 全ﾡ被の2 U%以上を占めければ評点しない。

新しい根萌芽と多数の若い植物がある。 ........................

強く採喰されているが、刈込状(hedgod) を呈してない。

採喰線 (browse 2ine) か形成されつつある。刈込状を見せつつる。

明らかな 価然1 があ る。
被度 (Density)

優 = 1
組成 (Compositionr)

優 = 1
放牧利用状況 (Grazing

現在の利用状況
利用されていない

多く の 植物体に枯死 しな 校があ る。低質の植物が強く 採喰 されて いる。

良=2 可=る 不可 = 4

良=2 可=る 不可=4
use)

軽び (grama tpe
中度 ( ・

強度 ( ・
極めて強度 ( ・

過去 1 0年間の利用状況

で2U %以下の量が珠われている)
2 0～ 40%ク )

40〜60%、ク )

6U%以上 ク )

利用の強さは利用されなか軽度の間で変化 ................................

ク 利用されないか軽度から中度の同で変化 ............................

ク ク から強変ので変化 ............................
・ 中度から強度の間で変化 ........................................

・ 常に強度から極めて強度である。 .................................
1年生イネ科草と雑草類

項三U
有害和物

多 三 1 板て多い 三 2

(PT1CkyPeeF, bi tterweod や snakeweed の様立半木を含むr)
存在しない =。 放生=1 多く、良好に分散 = 2 極めて多 = 3
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土ﾡ指ﾡ(So1l indicators)
植物遺体間の地我面にあり、主として永年生革。

非常に多い =1 ョ

土壌の風に よ る地積

(土拡がﾡに吹 きさらさ れ易い処以外で
堆積がな い = U 延度c

土婆の風、水触

全土用が定全で、植物遺体の堆積て良く 
全土層は完定全で中るが僅かな小沖積崩............

上部土層は多くの小沖積扇状地を伴つ一 
上部土脚は,色速に 除去 さ れ っつ かり、う..........

上 部土岡は大部分 除去 さ れ、侵dは烈I
ガリ ーの形成

無 ... ・・・...... ・.......  ・...
時々狭少なガリーが見られる ...... '

多くの狭少なカリーが見られる ……..........

S物指標(Animal indicators)

牛 繁ﾡ用 牛の平均体 と 特の4
9501b以上 80%』..............

850ユbク 70〜80%
7UU1bク 5U～70% ........................
70Uュ b以下 5u%』....

額 羊 仔細羊の放牧期間の終りのe
651 b以上 .... =1 -4

野生動物
Kangaro。 rat, prairio

正常ま たはそれ以下 = 1 s
全年点の判定

優 =1 5未満 良 =1 5-



土壊指標 (S。 indicators)
稲物体間の地衣面にあり、・主と して永年生革の花茎から成る

非常に多 通 疎
土壌の風に よ る秋

(土ﾡが:風C吹きさらされ易い処以外では評点しない。)

無 三

ﾡ積が立い 三 任度の推積 中度のﾡ税 3 強度の准税 極度の堆積(砂丘)
土壌の 水値 ・

全士層が完全で、植物全体の堆秋 で 旦 く 覆われてシ り表底侵価は見られ ない。 ........................................

全土層は完全であるか僅かな小沖積扇状地(miniature all uvial fan)とﾡ出した石K、 岩に上り土地の移動が:認められる。 
上部土ﾡは多くの小沖積房状地を伴つてﾡ乱され、密出した石礫,岩石から侵値が始つている。

上部土層は急速に除去されつつあり、未ﾡ下層土がﾡ出し、侵触が進んでいる。

上部土層は大部分除去され、侵値は烈しく、土壊は一般に整 く 固結 し,下層土 が悪出。
ガリーの形成 ・

無 ............ ・・・・・.・...

時々狭少をガリーが見られる ・ 

多く の狭少なガ リ ーが見られる 

動物指標(Animal indicators)
安 帝

牛 繁用 牛の 平均体重 と ﾡの生産 数
9 5
8 5
7 0
7 0

U1b以上 80%以上のﾡ生ﾡ、8ヶ月のﾡの平均体
01b◇ 70〜80% ク

U1bク 5U〜70% ク

01b以下 50%以下ゥ

羊 仔緬羊の 放牧期間の終 り の体重

651 b以上 …… =1

- /

3UUD以ド • —4
5Ub以下 ・・

時々狭小なガ リーが見られるか ﾡ生で民対C出役されてるe
時々深いガリーが見られる。
多くのい、V または U 型のガリーが見られる

4001b以/

野生動物
Kengero。 rat, prairi。 dog, cottontaiュ rabbit, jack rabbitの頭数

正常またはそれ以下 

全評点の判定
優 =1 5未清

多い =-2 過多

以 可 不可 三3 6以上
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第4と表

(Parker, /75/)
・優・ま たは ・rのConditioncae +

1a Mountain.muhly, Par..................................................... 2
1 b ・ ...............................................
2a優 占種の利用度 合が:適正 を越!..................... 1
2b ・ 越!.........................
5 a ﾡ料ﾡ木は、健米左状範にある。.......................  ;

3b ・ は、刈込状を呈するか、.........................
・可・の°onditior clasc

1a Mountain muhly, Parり悪いcondition .......
の牧野C最 も普通に あ る章種が!........................ .

1b Mountain muhly, Parたい。

Gage bruSh, snakOw......  ............................. ..............
2a 侵入しつつかるい革ﾡの利用..................... 1

3a 飼料液木磔過去の:放收の西から,....... ... 1
3b ・ は刈込状を呈し、枯死.......................

" 不可 ・のcondition class
1a wheatgraes, Kentuchc侵入しつつかる。 2
1b sagebrush, Pussytoeる。 .................

2c Kontnckybluegrass,, ................... 1
2b ク

利用度合が適正を越している。.........................

3 a ﾡ料木が過去の過放牧からﾡ..................... 1
3b ・ は刈込状をし、枯死.........................

・極めて不可"のcondition claee
よりkいconditionの特徴であ ...



第44表 FOrage Condition の Trend を見積るためのScore Car d 
pOnderosa pine bunc hgr as s の trend 基準の試案

(Colorado f ront range) (Parker, /ラ5/)
"優・また"良rのCondition casg +

1a Mountain, muhly, Parry danthon ia, 1ittle bluestem, needle-and-thread は、優または良の活力を持つ ............................ 2
1bィ ク ク クは, 可または不可の活力を持つ ............... ...........

2a 優占草種の利用度合が:適正を越してない。 .....................   1
2 b ・ 越していへる。 ............................................................................................................

3a 飼料ﾡ木は、健康た状なにかる。 ..................................................................................................................
3b ク は、刈込状を呈するか、枯死しつつある。 ... ...............  ・ ................................  ・・"*...... .......... ...............

"可,のconditior class
1a Mountain muhly, Parry danthonia, ユittle bluestem, noedlo-and-thread が裸出した処に侵入しつつあるか、 より選いcondition .......

の牧野C最も普通Cある卒ﾡが置き換えられつつかるが、kentucky bluegraeg の活力が強い。...................................................:...... 2
1b Mountain muhly, Parry danthonia, ittle bluestem, needle-and-throad の活力が弱く、裸出した処に侵入してない。

sage brugh, snaxeweed, croundoel, 低スゲ類、 間福性イネ科か増加しつつかる。 ........... .............. ..............................

2a 侵入しつつかるﾡV事種の利用度合は適正を越さたへ。.................................................................. ・...........................  1
2b ク 越 o ...・.................................................................................. ........................................ ..............  ....................................
3a 飼料液木は過去の放牧の宙から快復しつつある。 ...........................................................................  1
3b ・ は刈リ込状を呈し、枯死しつつかるが、死んでいる。低価の確物が:あれば強く探喰されている。...........................................  

"不可nのcondit1on Ca66
1a wheatgzagg, Kentucky bluegra6g, bu。 grama, western yarrowr, green needlegraGS, EeTanium力課地に侵入しつつかる。 2
1 b sugebrush, Pussytoee, cloerygra6s, snakeweod, cheatgraee bromo, fleabane どの低価のﾡ物が役入しつつる。

2a Kentncky bユuegracc, blue grana, whctgrass,その他よりょいconditionの特徴である革種の利用度合は道正を起していない。 ............... 1
2b ク

利用度合が適正を越している。 ................................................................................................... ..............
3 a ﾡ料木が過去の過放牧からﾡ復しつつるっ ・・-.....................................................       ... 1
3 ・ は刈込状を呈し、枯死しつつあるが枯死しており、劣等の植物が®く採喰されている。 .........................................................

・極めて不可"のcondition claee 
よ brいconditionの特徹である草種が侵入しつつあるが厚く なりつつある。 ....................................................................... 1
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(I) 利用度合決定の「喰われた茎の数による方法」と「Primary forage 
pant mnethod」につて8toddart and smith : Rang。 management 

(1943, P・188-191: 2 nd Ed- 1955, P.141-144)から

抄訳する。

(1) 喰われた茎の故 (Number o.f grazed, stcユks)

喰われた 飼料植物の 爲さ と 重量に次いで、教力利用の度合の指標 となる。ﾡわれたか喰わ 

れてないかといら分類は容易に出来、且この分類Cは試論の余地がない。

喰われた数で利用の度合を決定するための遊礎と して、適正に放牧利用された処の硏究が 

必要である。他の方法と同様に、 計数の対象は2〜3種に限定し、且またこれは計数を容易 

cするためにoinge-otem のものでなくてはたらめ。このこ とがこの方法の適用を制 

限する。

ある放牧地に 1 0 0頭の家命を放牧したと仮定する。2週問毎に固定コドラー トでの計数 

から喰われたものの%が決定される。100西、 5ヶ月でその放牧地が消度に利用されたと 

すれば、その収養力は50Uanimaュ montheTある。2週問後の喰われたの%は 

prOper uee の 1 0%の利用を、 6週間後のそれは3 0%の利用を示す。そとでこれと 

対照出来る放牧地では、key areaでの計数から、どの時期において も利用の度合の決定 

が出来る。

この方 法は牧町の牧養力の決定の方法と して提案された。喰われた茎の数の方 は喰われた 

植物の量の%と直接相関はない。そこでこの方法はいろいろた利用の強さでの各草種の換算 

係数 (conversion F actor) が決められなければ、消費された飼料の量の指標とし 

て使っ ととは出来ない。

(2) ﾡ的な尺度に基く利用の魔合(Utilization Baeed upon Quazitativ 
m。 a eure)

Gras iug Sorvico が "Primary forage Plant method,と呼はれ 

利用の度合決定の方法を創始した。これは野外試験により,その使用が適当であると発表さ 

れた。

これは牧野診断 (range 1nopoction) の一方法で、普通放牧期間の終りC用いら 

れ、 そこでは一次的飼料欄物 (Primery f orago plant) の私用有が観測されるが



結論は牧野全般の適正を利用に基 づ く ・ 利用率C加えて、適正をる利用に影客する他の要 

因が税察され、利用の度合を分級するのに考出される。

利用度合の 見積りは、牧野のいろいろな処でなされ、地図上に記入されて、採喰の一様性 

の指係として用へられ、またそれは改良的左管理方法が必要な処を示す。利用度合の見積り 

が、実際の放牧積の記録と対古させられる時、価初山来る牧養力の指係が:得られる。

飼科生産の点から 明らかに 俗勢な植物 (普通68P)が考ばされ、次の諸要因が考家される。 

革種の何体数の多少 ( abundanco ),活力、土嬢侵ﾡの状態、地形、給水の難易、利用 

の季節、野性動物の活動性、火入その他放牧利用に 彩容する他の要因。これ らすべて の要因 

を考感して、 次の相対的なuae clacoの一つに分級する。

*元来そこに自然にもとからある (極相を構成する) 拉物のこと であるが、二次的情物に 

対照して一次的雅物と訳した。

1. 無 利 用(an u60d) 家畜が利用してない。

2. 製 度 (31ight) 実際上提乱されてない。

る. 弱 度 (light) 兄: 良の植物のみ喰われてい る。

4. 中 度 (moderate) 植被は完全 で、不良植物は少ししか、または全く 利用

されてたW。

5. 適 度 (proper) 植彼は完全で、一次的飼料植物が適正に採喰されてい

る。

6. やや強 度 (cュoee) 植被は完全で、反復して喰われている処が少しある。

低価彼の植物が若干利用されている。

7 強 度 (so ver o) 刈込みのﾡ相を呈し (edgod)跡傷等が現れ、一時

な比率を固定するという明らかに困雅な条件を消去した点で他の方法と異る。も し管理が 

range-conditionと range-trend の分析Cおいて考えた。

生態学的原則に逃くならば、費民または土地管理人にとつて、個々 の飼料草種の利用率の 

正確な 決定をすること は必要でない。利用度合 と 植物の活用を 評価する一般的観察は、牧野 

改良を計面ナる上に十分な基礎と なる。しか、し放牧による飼料草の市費量の%の正確な測定 

は試験研究にとつては重要である。

牧野の平均的ま たは全般的な利用の度合は ueo-class の平均の計算から求められ る。 

平均してc1ass 5 の牧野は適正に放牧されていると考えるべきであろう。しかしながら 

家市の集中する場所があるに途いない。その場合家斎の分散を改善するととが指示さ るべき 

でかる。

利用 度合決定の ため のこの 方法は、牧野利用の適正さ (corroctness) cよ つて直 

接解答を与えようとするものである。他の方法はすべて主要録料積物の個々のﾡまたはその 

グループの利用率(Fercentage utilisation) を決定すること を 目的としてい 

る。得られた利用率は、牧野が密度にま たは過度に、あるいは適正に利用されているかにつ 

いて何も語らない。事上我々はどのﾡ物についてい 如何をる利用者が適正でかるかにつ 

いて何も知らないから、これ ら の値の使用は一般: 的判断、牧野間の比較、年次間の比較に制 

限される。

的飼料植物は殆ど完全に 利用され、低価値のﾡ物が家

をﾡつている。

8. 極めて強度 (extreme) 植被は破換され、一次的飼料楸物は明らかに損われ、

低価位の 福物がか なり採喰されている。

9. 破 ﾡ 的(deatruetive) 一次的飼料ﾡ物の多くは死数、良質のﾡ物の残 

余が生存。牧野は臨界的状態にある。

前査員は簡単な練習期間後には,この分級に驚く程一致する。この方法は利用度合の特定
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(附I) Range COnd1t1on とそのtrendの分析方法について、 Stoddert & 
smith : Renga Management(2nd Ed:.1955, P177-188)から一部抄 

訳して参考とする。

I Condition 分析の米国山林局の方法(Foroet service method of 
condition analsie)

植物の組成を極相のそれと比地較するととはrange condition の主要たる指標ではお 

るが、それは考慮さるべき一因に過ぎない。米国山林局は山岳牧野(nountain range) 
の condition 分級 の ために、ﾡ物の種類田成を適切た る基準と は考え な いo

米国山林局ほ、殆ど全部の西部地域でﾡ々修正して用へられる。いろいろなrange - 
conditionの要因について、一逆の点政を与えるととCkりrange conditionを 

決定するという複雑な方式を考案した。 牧野は最後には合計点数に逃づく、次の基準によって 

4つのclasgに分級される。

良 (good) condition =41点以上

可 (fair) ク =30〜40点

不 可 (poor) ク =15～29点

極めて不可 (very poor) ク =1 5点未満

(1) 土 壊 (8oiュ condition)

土壌は松生の結果であり、その発達は樋生に左右されること が知られているから、土壌には 

充分を注意が払われなければならない。主要なる特徴には、植物遺体の孜と分布、表土の風、 

水ﾡの存否、ガリーの存在とその性質が含まれる。次の ような評点力十えられる。

C1ass 1. 土壌の流亡または浸ﾡが全くない。設ﾡが進む何の証拠も認められず、土壌 

の表的は完全で、古い植物遺体を交えた前年の植物遺体の良好に分散した集秋かある。

...........  点=2 0点
C1aos 2. 土城の移動は僅かで、認め難い。小さ な ガリ ーの終 り (C扇状ま たは 円ﾡ形の 

土ﾡの位かな沈積があるか、又は植物体または遺体の背後に集積かある。大雨のおと暫 

く、細流の根跡が約められる。植物遺体の分布が良好でないか、または前年の植物の遺 

体の集横が著しく ない。........................................ 1 7点
Claes 5. 土城の移動または流亡がより顕著である。土壊表底の欠除が明白である。

株上り した植物が番る。大雨のあと、細流の跡と 土城の地積が認められる。植物遺体 

は乏しへ。裸出した処が:ﾡ物遺体と土ﾡによ り 良好に 保護されていない。....10点

C1ase 4. 土ﾡの移動または流亡が容易に認められる。残った表層か通直左側面を持 

ち、•植物の根が露出 してい る。植物は 周 り の土壊が流亡 したので、地奏の一般水単よ 

り上つており、根がしばしば得出している。 ﾡが進行している。新しい土壌のﾡ積 

がある。 .................................................... 7点
Cess 5. 浸触が進んでいる。活動してい るガリーが明らかに認められ、土理徽 校 を 

破壊している。大きなガ リ ーは垂直な側ﾡを持ち、ﾡ部を役ﾡしている。ﾡ士の上 

に祝他が発述 してる。上の 4 Clossで述べられた他の因子もまた明白に認められ 

る。・..... 0点

(2) 被 度(Density ae a eriterion of range condition)

Condition 分級の計画には普通いく つかの カテゴリ ーの補生C関ナるデータ が用意さ 

れる。最も普通には、被魔、種ﾡ出成、活力が観察される。

被度はしばしばrange condition と結びつけられるか、 正確に決定的た価位が:見 

惧されることは疑わしい。被度はﾡ生通移上で合まれる草ﾡにより、牧野の廃とともに 

加または減少する。二次植生が丈の低い、制句性の植物から成る処では、樹史の値は高くな 

る。然し生産量は一般に低くなる。

地面の被覆さ れた%よ る被ﾡC次の よ う た評点が与え られ る。

彼 E 評点 ﾡ 度 評点

0.50以上 = 1 0 0.2 5 = 5
0.4 5 = 9 0.2 U = 4
0.40 = 8 0.1 5 = 3
0.5 5 = 7 0. 1 0 = 2
0.30 = 6 0.1 0以下= 1

(る) ﾡ類紐成と年令(Vegetation coapooit ion and age)
Conait4 on の分級 に対す る考証は余 りな い。個々 の植物種の令 級の 分布もまたcond- 

itionの中定に有用であると考えられる。じかしﾡ木についへては年輪を放えることに工り 

正確に年令を決定 出来るが、草本の年令Cつての正確オガイ ドはない。その上、年令が判 

つたと して い 再生産がその植物種を維持するのに適当であるか否かを決定ナる間題が依然 

残される。 ....... ............
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次のよう を点数が与え られる。

oaaes 1. 良質の永年生飼料軍本の数が多く (abundant)、 1、2、3年とそれ 

以上の年令の植物が存在する。ﾡ木川の開けた処に、ﾡ斎の利用出来る良ﾡの毎料確物が生 

育している。... ................................................ .・・・10点
Class 2. 良質の永年生ﾡ料卒本の救がやや多く、 (moderetely abundant) 

1、.2、3年とそれ以上の令級の植物が存在ナる。2次的植物が、やや多いかま たは多い。 

ﾡ木間の開けた処C、家市の利用出来る良質の飼料ﾡ物が生育していへる。......... 7点 

o2age 3. 良質の水年生録行卒本が少く、古へ物体のみ見出され、若い植物が少し 

はある。劣等または嗜好性のない植物が多い。良ﾡのﾡ料ﾡ物はﾡ木で保護された処に限ら 

れ、開けた処には普通見られない。 ....   5点
oaao。 4. 及質の永年生ﾡ料章本は普通険い残されたものとして見出される。先等ま 

たは有害な植物が多く、令 級によつて象徴される。一年生草本はやや多いか、または多。

良貿な飼科植物は液木に よ り制限された処に限られる。..... ;... ・••••：......... ・点

(4) 物の活力(Pュant yigor a6 a cr1terion 9f range condition) 
植物の活力は、conaition の分級に関して重変である。用いられる指標は色、種子 

の生産と根装と仲号、確物体の大きさ、年生長量である。活力の低下は、種類組成の姿化に 

先行するから、活力が明確C認められる範ﾡでは有用な手段である。しかし、不ﾡにも活力 

の決定は主包的 なものに上るととが多く、正確 た決定ﾡ素はない。

次の上 う な点数が与えられる。

o2aes 1. 時好性の高い桢物の活力が強い。イネ科草は多敖の葉を持つて健全で、花 

茎の丈が高く、数が多く、菜は暢色である。刈込状を呈すか、高く くまどりされた飼科液 

木はない。飼科植物は再生産されている。................................  10点

olaee 2. 嗜好性の 高い植物の活力は弱い。嗜好の 高い イ ネ 科は短 く、花斐か少い。 

若い植物が存在する。若い令級の毎料物が少いととがより象徴される。嗜好性の低い雑草 

類や イネ 科草が一般に 活力が強い。....................................... 7点
o1aee る. 嗜好性の高い敝物の活力が弱い。イネ科草は冽々 しい。御料積物は1生産

されてない。........................................................ 5点
olage 4. ﾡ好性のある植物は病的で弱々しへ。イネ科は色が導く、資味がかつて

ャり、花莖は数少く 短い、若い植物はない。ﾡ好性のあるﾡ物が再生産されていへない。sod 
はく たつている。.................................................... 1点

FanE° condithon.に対するSite の影ね(Influence of site upon 
range condition)

放牧地の分級の普ﾡ的な計面を、不可能でないとして も困難に している要因の一っは、同 

一植生型内の呉つたGite 間に大きな相違が見られるということに番る。短草類は土壊要 

因により、被度、種和組成、活力において異る。その結果poor siteにおける最大の生 

産ftはgo0d 6it。 の正常以下の生産出に達 しないで あろう。これらの相途の結果とし 

て、牧野の評価は、評価する者が、このような。iteの相違を認識出来る範囲内においての 

み正確である。それはrang。conditionの指標として、被度または種類組成のどれ 

かーのみを用いることを妨げる。この間題は紹識され、同一植生型内においても、 

Ppotontialの差の故に、ﾡ料生資量または被度の呉つた水ﾡが、condition の 

指標と して しばしば用いられる。

一今日までran go conditionの決定のために普遍的に受容された植生分析の基礎は 

発展されてない。原則は知られているが、完全C正確を調定尺度を与えるような、あらゆる 

ﾡ生型と oiteにおける仙々のﾡの動き (bohavi or) に側する適切な資料が知られてな 

いo
Oondition分級に関する興論のなかCは、それが必要条件 として まず、極相または正 

常なconditionに関する知識を要するということがある。かをりの正確度で常に極相を決 

定出来るとは限らない。また極相が最も生産的で、好まし状態であるかどらか疑間である。 

多分それは非経済的な 日標であ る。

この山林局の方法はその欠点にも拘らず、米国において、放牧の強さを決定するための最 

も 用いられた本费 とな り つつある。このこ と は他 の方法と 比較 したその一段的健全性と 信和 

性を証明する。

I、Ronge 一 cond1tion trend

conditionの分級は、たとえそれが正確で あつて も、そのtrend (動向)の評価う 

なければ余り有用でない。trend は conditionの決定に用いられたいろいろ力環因 

を含む牧野の よ り一圏の 分析によ って のみ決定 される。最も重要たる要因のなかc、好ま し 

W種と好 しく ない種の両者の活力と生産がわる。

trend を決定するととは非常に重裂である。一般にtrendが:上向のと き は放牧頭数の
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削と管理方式の変更は必死でた。しかし管理を改良するととにより、牧野の改良の速度 

は増加するだろ う。先等たcondit ionは列在の放牧の突際が悪いという こ と を意味しな 

e 唯cond4tion の trend のみが、 現在の放牧方式の適正ﾡを反映するだろう。

trond は決定ナるのが難しく、そ してそれは意深い研究のあと でのみ明らかにされる。

そとではしばしば試験=ッ ト と多年の観察か必要である。

米国山林局はtrendの分析に、採点方式 (ecoring cyeten) を用いた。次に示 

すものは、 ろろなcondition の rangeのforage-condition と 

eoiュ ー condition の両者のtrend の分析についての暗示を与える。

Trendinforagoconditiong + -

・良・ (または"優・) conditzon
好ましへ種が再生流されている。 ' 2

利用度合が"良"conditioncかけるきiを越えてない。 1
飼料被木は 健全である。一 • 1
好ましい程の枯損または破壊力空しい。 ・ , 2
二次的種が侵入している。 2
好ま しい赖の利用度合が適度であ る。 1
飼料液木は刈込状で衰弱  してい る。 1

"可Jゥ C ond tion

好ましい部が裸地に 以入 し、且つ好ましくない。または二時的草加と 般 き

換えられつつある。 2
利用度合は"可"condition の基ﾡを越している。 1
飼料太は過去の放牧の被書から依彼しつつある。 1
劣等な種が著しく再生産されている。 2
利用合が遊準を越えている。 1

飼料液木は刈込状を呈 し、衰弱 し、枯死 してい る劣等なﾡがかれげ強 く

採喰されている。 1

"不可" condition

好ま しへﾡが裸地に侵入し 他の好ま しく ない種に置を換えられつつあ

る。 2
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利度合は"不可"condition の基準を越してたい。

ﾡ料木は過去の放牧の被書か ら依復 しつつ* る。

劣等なと 一年生草が名 し く再生ﾡされている。

利用度合は逃単を越 している。

飼料淡木は刈込状を呈し、ﾡﾡし 枯死している。 部な種がおれは 

強く採されている。

"極めて不可” condition
2 次的種が明らかに定着しつつも る。

家市と野生動物によ り利用されてない。

Trend in soil conditions
"以" (さたは"優") condition

植物遺体の正常な被後が毎年更新されている。

浸能の進行は認められない。

跡傷の 転位は起つて た いo
野生動物の活動は正常かそれ以下

W物遣体は集積されると と がない。

ﾡ被は破域さ れ、小さ な裸地がﾡ出 しっっあ る。

蹄傷の転位が起っている。

野生動物の活動が増加している。

"可"と " 不可 " condition

植物遺体は増加 し、ﾡ物のﾡ問の裸地を被麗しつつゃる。

カリーがあれば、両側 が永年生草 で被われ て恢復 しつつおる。

細流 と 神沖積秋物が永4生草で安定化されつつお る。

蹄傷の怎位は認められない。

好 しい種の株上り が恢復しつつある。

ﾡ物遣体の集積はなく、地表面が:露出しつつある。
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ガ リ ーは永年生草 で被区さ れてな。 2
細施と 沖積ﾡ積物が永年生革草で変定化されてない。 2
陥傷の転位が認められる。 1
好ま しへﾡの悲部が急をﾡ面を持ちつつある。 1

・極めて不可, condition

二次卒種、一年生雑卒、コク類が増加し、那地を被覆しつつある。 2

この6core card は trond の速度を測るのでなく、予が決定されたorage- 
condition と soicondition class 円の変化の方向を示すのみである。 

(+の点数は上向きのtrond,/一の点数は下向きのtrena を示し 両者が接近 している時 

は若しい動きのないこと を示すナ。

牧野の利用度合に対ナる、condition と trena を決定することの影想は非常に 

雑多である。しかし米国山林同は、正常たﾡ度の利用は、唯良好な condition caga 
が上向きのtrendたは安定している時にのみ可能であると した。よ り低いe ona- 
tion c2aggと下向きのもrendを示ナものでは、条件附の利用 - 艇度の放牧と崎 

換放牧のよ9な特殊の管理が含まれるだろら - のみが許される。

condition と trend の分析から牧独力を見積ることは、常C比赦の可能な放牧地 

における経験に基づく。 '

「生態学的知破」ブラス「放牧地管理の経験 J以外の何者 も利用の基単の決定には十分 

でない。牧野管理者は常に、適正な 放收利用像 を心 に描かねは ならぬ。この適用にはいろ い 

ろ な道具や手続き が役立つであろう が、放牧地の牧 養力の評価においては、知識と経験に何 

者る置き 換え得た い。牧養 力の判明 してい る対照的 な牧放地に おけ る経験に 依存す るととな 

しc、牧養力を正確C決定ナる方法は未だ案されていない。
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